
楽
器
学
者
太
田
太
郎
─
─
そ
の
生
涯
と
業
績
─
─

山

寺

三

知

一
、
は
じ
め
に

太
田
太
郎
と
い
う
楽
器
学
者
を
知
る
人
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
楽
器
を
分
類
す
る
際
に
世
界
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
四
分
類
、
す
な
わ

ちIdiophone,M
em

branophone,C
hordophone,A

erophone

の
訳
語
「
体
鳴
楽
器
」、「
皮
鳴
楽
器
」（
後
世
「
膜
鳴
楽
器
」
と
改
め
ら
れ
る
(1
)）、「

弦
鳴
楽
器
」、「
気
鳴
楽
器
」

を
考
案
し
た
人
物(2)が
彼
で
あ
る
。

太
田
太
郎
（
一
九
〇
〇
年
十
月
二
十
九
日─

一
九
四
五
年
八
月
二
十
五
日
）
は
、
も
と
東
京
音
楽
学
校
（
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
の
前
身
）
の
教
授
で
あ
り
、
戦
前
・
戦
中
に
活

躍
し
た
が
、
彼
は
研
究
者
・
教
育
者
の
み
な
ら
ず
、
音
楽
評
論
家
、
放
送
人
等
、
様
々
な
顔
を
持
つ
。
こ
れ
ま
で
、
声
楽
家
で
あ
る
荻
野
綾
子
（
一
八
九
八
年
十
一
月
二

日─

一
九
四
四
年
十
月
十
二
日
）
の
夫(3)と
し
て
、
あ
る
い
は
音
楽
博
物
館
建
設
運
動
に
尽
力
し
た
人
物(4)と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
彼
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
い
た
の
は
楽
器
学
で
あ
る
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
そ
の
学
術
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
比
較
音
楽
学
の
専
攻
者
・
紹
介
者(5)と
し
て
、
あ
る
い
は
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書

館
蔵
「
太
田
文
庫
」
の
旧
蔵
者(6)と
し
て
言
及
さ
れ
る
ほ
か
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

近
年
、
筆
者
は
、
科
学
研
究
費
の
研
究
課
題
に
お
い
て
東
洋
音
楽
学
者
の
林
謙
三
旧
蔵
書
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
偶
然
に
も
蔵

一



書
の
中
か
ら
楽
器
学
に
関
す
る
太
田
の
自
筆
ノ
ー
ト
や
太
田
太
郎
旧
蔵
の
楽
器
学
関
連
の
洋
書
・
和
書
、
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
著
・
太
田
太
郎
訳
補
『
印
度
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
楽
器
』
の
校
正
紙
等
を
発
見
し
た
の
で
あ
る(7)。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、「
太
田
文
庫
」
所
蔵
資
料
を
補
う
も
の
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
言
え
る
が
、
ま
だ
整
理

の
途
上
で
あ
り
、
十
分
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
資
料
の
今
後
の
整
理
・
調
査
の
準
備
を
兼
ね
て
、
彼
の
年
譜

と
業
績
目
録
を
作
成
し
公
開
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
楽
器
学
者
、
そ
し
て
東
洋
音
楽
学
者
と
し
て
の
太
田
太
郎
の
学
問
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
こ
に
諸
賢
の
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

二
、
太
田
太
郎
の
経
歴
に
つ
い
て

太
田
太
郎
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
一
輯
（
一
九
三
六
年
）
の
「
同
人
紹
介
」（
一
一
〇
頁
(8
)）

や
『
田
辺
先
生
還
暦
記
念
東
亜
音
楽
論
叢
』（
一
九
四

三
年
）
の
「
執
筆
者
略
歴
」（
二
頁
）、
芸
術
研
究
振
興
財
団
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史
東
京
音
楽
学
校
篇
第
二
巻
』（
東
京
：
音

楽
之
友
社
、
二
〇
〇
三
年
）
教
職
員
の
履
歴
事
項
（
一
三
三
五
頁
）
等
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
骨
格
と
し
つ
つ
、
そ
こ
に
そ
の
他
の
諸
資
料
に
よ
っ
て

諸
情
報
を
補
足
し
、
ま
た
、
該
当
す
る
年
代
に
、
楽
器
学
に
関
す
る
彼
の
事
跡
と
、
そ
の
当
時
の
世
相
を
示
し
た
文
言
（
墨
付
き
括
弧
に
入
れ
て
表
示
）
を
追
記
し
、

以
下
の
よ
う
な
年
譜
を
作
成
し
た
。
以
下
、
特
に
注
記
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
上
述
の
三
書
に
拠
る
。
ま
た
、
太
田
太
郎
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
レ
イ

ア
ウ
ト
の
都
合
で
、
本
稿
末
に
「
太
田
太
郎
業
績
目
録
（
稿
）」
と
し
て
掲
載
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い(9)。

年

代

西

暦

月

日

年
齢

事

跡

明
治
三
十
三
年

一
九
〇
〇

十
月
二
十
九
日

零
歳

東
京
市
に
生
ま
る
。
父
親
は
太
田
為
三
郎
（
一
八
六
四─

一
九
三
六
）、
母
親
は
太
田
と
ふ
や
（
ま
た
「
ト

ヤ
」
と
も
）。
東
京
市
本
郷
区
駒
込
曙
町
七(10)。

時
期
不
明

東
京
市
誠
之
尋
常
小
学
校
。

大
正
九
年

一
九
二
〇

三
月

一
九
歳

私
立
東
京
開
成
中
学
校
を
卒
業
。

二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
二
巻



大
正
十
二
年

一
九
二
三

三
月
二
十
四
日

二
二
歳

東
京
外
国
語
学
校
独
語
学
科
文
科
を
卒
業
。

四
月

二
二
歳

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
科
選
科
に
入
学
。

九
月
一
日

二
二
歳
【
関
東
大
震
災
】

大
正
十
三
年

一
九
二
四

三
月

二
三
歳

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
科
選
科
を
退
学
。

四
月

二
三
歳

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
入
学
。

昭
和
二
年

一
九
二
七

三
月
三
十
一
日

二
六
歳

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
を
卒
業
（
美
学
専
攻
）、
文
学
士
卒
業
論
文
は
「
リ
ー
マ
ン
の
標
題
楽
に
関
す

る
見
解
に
於
い
て
」。
東
北
帝
国
大
学
助
手
に
任
ぜ
ら
る
。

学
生
時
代
に
お
け
る
主
な
指
導
者(11)：

大
塚
保
治
（
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
美
学
。
一
八
六
九─

一
九
三
一
）、
阿
部
次
郎(12)（
東
北
帝
国
大
学
教
授
、
美
学
。
一
八
八
三─

一
九
五
九
）、
児
島
喜
久
雄
（
東
北
帝
国
大
学

助
教
授
、
の
ち
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
西
洋
芸
術
史
。
一
八
八
七─

一
九
五
〇
）、
小
宮
豊
隆
（
東
北
帝
国
大
学
教
授
、
西
洋
文
学
。
一
八
八
四─

一
九
六
六
）、
千
葉
胤
成
（
東

北
帝
国
大
学
教
授
、
心
理
学
。
一
八
八
四─

一
九
七
二
）、
乙
骨
三
郎
（
東
京
音
楽
学
校
教
授
・
東
北
帝
国
大
学
講
師
、
音
楽
史
。
一
八
八
一─

一
九
三
四
）、
信
時
潔
（
東
京
音
楽

学
校
教
授
、
作
曲
。
一
八
八
七─

一
九
六
五
）、
片
山
頴
太
郎
（
宮
城
県
師
範
学
校
、
の
ち
東
京
音
楽
学
校
教
授
、
作
曲
。
一
八
九
四─

一
九
七
五
）

昭
和
三
年

一
九
二
八

一
月
三
十
一
日

二
七
歳

東
北
帝
国
大
学
助
手
を
依
願
免
官
。

十
月
二
十
四
日

二
七
歳

独
語
に
つ
き
高
等
学
校
高
等
科
教
員
無
試
験
検
定
合
格
者
と
し
て
免
許
状
を
取
得
。

時
期
不
明

近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
在
営
。

昭
和
四
年

一
九
二
九

九
月
二
十
日

二
八
歳

高
野
山
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
る
（
ド
イ
ツ
語
）。

昭
和
五
年

一
九
三
〇

三
月
三
十
一
日

二
九
歳

予
備
役
陸
軍
歩
兵
少
尉
に
任
ぜ
ら
る
。
正
八
位
に
叙
せ
ら
る
。

九
月
二
日

二
九
歳

高
野
山
大
学
教
授
を
依
願
免
職
。

九
月
十
日

二
九
歳

東
京
音
楽
学
校
講
師
嘱
託
（
音
楽
史
・
美
学
・
ド
イ
ツ
語
。
図
書
課
幹
事
心
得
(13
)）。

第
四
臨
時
教
員
養
成
所
講

師
嘱
託
（
音
楽
史
）。

十
二
月
十
七
日

三
〇
歳

東
京
音
楽
学
校
助
教
授
に
任
ぜ
ら
る
（
音
楽
史
・
美
学
・
ド
イ
ツ
語
。
評
議
員
。
音
楽
史
及
び
外
国
語
科
主
任
心

三

楽
器
学
者
太
田
太
郎



得
。
図
書
課
幹
事
心
得
）。

時
期
不
明

官
立
東
京
高
等
学
校
（
一
九
三
四
年
ま
で
、
講
師
、
教
授
。
音
楽
史
・
美
学
。
ド
イ
ツ
語
主
任
。
図
書
課
主
幹
。
管

弦
楽
部
委
員
(14
)）。

昭
和
六
年

一
九
三
一

一
月
十
二
日

三
〇
歳

第
四
臨
時
教
員
養
成
所
教
授
を
兼
任
せ
ら
れ
（
音
楽
史
）、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
る
。
第
四
臨
時
教
員

養
成
所
楽
器
調
律
方
嘱
託
。

二
月
二
日

三
〇
歳

従
七
位
に
叙
せ
ら
る
。

九
月
十
八
日

三
〇
歳
【
満
洲
事
変
勃
発
】

昭
和
七
年

一
九
三
二

三
月

三
一
歳
【
満
洲
国
建
国
】

三
月
三
十
一
日

三
一
歳

東
京
音
楽
学
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
（
音
楽
史
・
美
学
・
ド
イ
ツ
語
。
評
議
員
。
音
楽
史
及
外
国
語
科
主
任
。
図
書

課
幹
事
。
管
弦
楽
部
事
務
委
員
）、
高
等
官
七
等
に
叙
せ
ら
る
。

七
月
一
日

三
一
歳

ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
（
一
八
八
一─

一
九
五
九
）
のD

ie
M
usikinstrum

ente

(Breslau:
Ferdinand

H
irt,1923

)

の
抄
訳
（
第
一
章
と
第
二
章
第
一
節
ま
で
）
を
「
楽
器
史
概
説(15)」
と
題
し
て
、
連
載
開
始
（
全
六
回
。
一
九
三

三
年
十
二
月
一
日
ま
で
）。

昭
和
八
年

一
九
三
三

三
月
一
日

三
二
歳

高
等
官
六
等
に
陞
叙
せ
ら
る
。

四
月
十
五
日

三
二
歳

正
七
位
に
叙
せ
ら
る
。

十
一
月

三
三
歳

日
本
教
育
音
楽
協
会
主
催
「
音
楽
展
覧
会
」（
会
期
：
十
一
月
十
一
日
～
十
九
日
、
会
場
：
東
京
日
本
橋
白
木
屋
）

に
お
い
て
委
員
と
し
て
貢
献(16)。

十
二
月
十
日

三
三
歳
「
史
的
に
観
た
る
楽
器
の
意
義
」
を
発
表
。

昭
和
九
年

一
九
三
四

七
月
二
十
六
日

三
三
歳

東
京
音
楽
学
校
教
授
を
依
願
免
官(17)。

八
月
二
十
二
日

三
三
歳

荻
野
綾
子
と
の
結
婚
を
発
表(18)。

昭
和
十
年

一
九
三
五

時
期
不
明

こ
の
年
、
A
K
（
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
東
京
放
送
局
）
洋
楽
曲
選
定
委
員
と
な
る
。

四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
二
巻



夏

三
四
歳

旅
順
・
奉
天
（
現
在
の
中
国
遼
寧
省
瀋
陽
市
）・
新
京
（
現
在
の
中
国
吉
林
省
長
春
市
）・
ハ
ル
ビ
ン
・
北
平
（
現

在
の
中
国
北
京
市
）
の
博
物
館
・
図
書
館
・
研
究
所
等
を
視
察
す(19)。

昭
和
十
一
年

一
九
三
六

七
月
十
五
日

三
五
歳

東
洋
音
楽
学
会
が
設
立
さ
れ
、
同
人
と
し
て
参
加(20)。

十
月
一
日

三
五
歳
「
楽
器
の
形
態
的
模
倣
呪
と
東
亜
に
於
け
る
そ
の
管
見
」
を
発
表
。
専
門
分
野
「
楽
器
の
文
化
史
的
実

証
的
研
究
を
中
心
と
す(21)」。

昭
和
十
二
年

一
九
三
七

四
月
上
旬

三
六
歳

文
部
省
嘱
託
に
よ
り
欧
米
の
音
楽
公
共
施
設
の
視
察
に
出
発
（
一
九
三
八
年
三
月
に
帰
国
）。
そ
の
間
、
ド

イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
を
歴
訪(22)。

六
月
二
十
八
日

～
三
十
日

三
六
歳

日
本
代
表
と
し
て
国
際
児
童
音
楽
協
会
パ
リ
会
議
に
出
席(23)。

六
月

三
六
歳

パ
リ
に
て
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
と
面
会(24)。

七
月
七
日

三
六
歳
【
日
中
戦
争
開
戦
】

昭
和
十
三
年

一
九
三
八

二
月

三
七
歳

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
と
再
会(25)。

三
月
四
日

三
七
歳

欧
米
視
察
よ
り
帰
国(26)。

三
月
二
十
四
日

三
七
歳

日
本
放
送
協
会
業
務
局
文
芸
部
洋
楽
課
長
（
初
代
）
に
就
任(27)。

六
月
一
日

三
七
歳
「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
と
の
会
見
記
」
を
発
表
。

十
一
月

三
八
歳
【
東
亜
新
秩
序
】

こ
の
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
、
欧
米
で
得
ら
れ
た
、
音
楽
に
関
す
る
様
々
な
知
見
・
所
感
を
各
雑

誌
・
新
聞
に
お
い
て
発
表
。
楽
器
学
関
連
で
は
、
こ
の
年
の
七
月
二
十
五
日
と
十
二
月
二
十
五
日
に

「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
（
上
）」、「
同
（
下
）」
を
発
表
。

昭
和
十
四
年

一
九
三
九

三
月
二
十
七
日

三
八
歳

音
楽
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
発
足
。
常
任
委
員
と
な
る(28)。
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六
月
十
六
日
～

七
月
二
日

音
楽
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
と
東
京
科
学
博
物
館
の
共
同
主
催
に
よ
り
、
東
京
科
学
博
物
館
に
お
い

て
「
東
亜
音
楽
文
化
展
覧
会
」（
東
亜
楽
器
展
及
び
東
亜
音
楽
講
演
・
実
演
）
が
開
催
さ
る
。
太
田
は
、
中

国
・
日
本
の
楽
器
数
点
を
出
品(29)。
六
月
十
六
日
に
講
演
の
予
定
あ
る
も
、
都
合
に
よ
り
、
黒
沢
隆
朝
に

よ
る
代
講
と
な
る(30)。

昭
和
十
五
年

一
九
四
〇

三
九
歳
【
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
】

昭
和
十
六
年

一
九
四
一

一
月
十
八
日

四
〇
歳

日
本
放
送
協
会
業
務
局
音
楽
部
長
（
初
代
）
に
就
任(31)。

十
二
月
八
日

四
一
歳
【
太
平
洋
戦
争
開
戦
】

昭
和
十
七
年

一
九
四
二

二
月
十
日

四
一
歳

病
気
の
た
め
日
本
放
送
協
会
を
休
職(32)。

六
月
一
日

四
一
歳
「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
の
業
蹟
」
を
発
表
。

七
月
二
十
九
日

四
一
歳

日
本
放
送
協
会
を
退
職(33)。

昭
和
十
八
年

一
九
四
三

八
月
八
日

四
二
歳
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
楽
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
観
た
る
印
度
の
楽
器
分
類
法
」
を
発
表
。
専
門
分
野

「
比
較
楽
器
学
を
専
攻
、
特
に
日
本
を
中
心
と
し
た
楽
器
の
組
織
学
的
研
究
を
目
的
と
す(34)」。

十
月

四
二
歳

北
海
道
帝
国
大
学
札
幌
博
物
館
（
一
日
）、
胆
振
白
老
村
（
二
、
三
日
）
に
て
ア
イ
ヌ
楽
器
の
調
査(35)。

昭
和
十
九
年

一
九
四
四

五
月
一
日

「
ア
イ
ヌ
の
気
鳴
楽
器
」
を
脱
稿(36)。

昭
和
二
十
年

一
九
四
五

八
月
十
五
日

四
四
歳
【
終
戦
】

八
月
二
十
五
日

四
四
歳

永
眠(37)。

こ
の
年
、
冨
山
房
よ
り
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
スD

ie
M
usikinstrum

ente
IndiensU

nd
Indonesiens

の
訳
書

『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
器(38)』
の
出
版
を
計
画
す
る
も
、
出
版
直
前
に
中
止(39)。

昭
和
二
十
二
年

一
九
四
七

七
月
二
十
五
日

東
京
藝
術
大
学
に
、
母
太
田
と
ふ
や
か
ら
、
太
田
太
郎
の
蔵
書
や
レ
コ
ー
ド
が
寄
贈
さ
る(40)。

昭
和
二
十
六
年

一
九
五
一

二
月
二
十
日

没
後
、「
ア
イ
ヌ
の
気
鳴
楽
器
」
が
発
表
さ
る
。
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主
な
関
係
団
体
：

大
日
本
音
楽
協
会
附
属
楽
器
改
良
研
究
会
会
員(41)、
日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
委
員(42)・
賛
助
員(43)、
日
本
音
楽
文
化
協
会
諸
委
員
（
戦
時
対
策
特
別
委
員
会
委
員
(44
)等

）、

大
日
本
吹
奏
楽
連
盟
参
与(45)、
日
本
レ
コ
ー
ド
音
楽
文
化
協
会
参
与(46)、
芸
能
文
化
連
盟
評
議
員(47)、
大
日
本
音
楽
協
会
（
も
と
東
京
音
楽
協
会
）
会
員(48)・
委
員
（
図

書
部
(49
)）・

評
議
員(50)、
大
日
本
音
楽
協
会
楽
語
統
一
調
査
事
業
委
員
会
委
員(51)、
東
洋
音
楽
学
会
委
員(52)、
音
楽
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
常
務
委
員(53)、
音
楽
評
論

家
団
体
結
成
準
備
会
実
行
委
員(54)、
日
本
文
化
中
央
連
盟
賛
助
会
員(55)、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
の
た
め
の
音
楽
関
連
事
業
に
関
す
る
諸
委
員
会
委
員
（「
企
画
に

関
す
る
委
員
会
(56
)」、「

演
奏
に
関
す
る
委
員
会
(57
)」、

皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
歌
曲
舞
踊
創
定
委
員
会
第
二
部
会
〔
洋
楽
(58
)〕、

芸
能
祭
制
定
邦
楽
・
舞
踊
鑑
賞
批
判
委
員
会
(59
)等

）、
各
作
曲
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
員
（
皇
紀
二
千
六
百
年
を
奉
祝
し
記
念
す
る
「
序
曲
」
懸
賞
募
集
(60
)、

勤
労
者
教
育
中
央
会
主
催
「
日
本
勤
労
の
歌
」
作
曲
募
集
(61
)、

ビ
ク
タ
ー
作
曲
募
集
審
査
顧
問
(62
)

等
）、
各
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
主
催
「
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」〔
後
の
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
〕
審
査
委
員
〔
理
事
・
常
任
委
員
(63
)〕、

協

調
会
・
産
業
報
国
連
盟
・
日
本
厚
生
協
会
・
東
京
日
日
新
聞
社
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
共
同
主
催
「
第
一
回
全
国
勤
労
者
厚
生
大
会
」
音
楽
〔
吹
奏
楽
・
合
唱
〕
コ
ン
ク
ー
ル
(64
)）、

新
交

響
楽
団
（
後
の
N
H
K
交
響
楽
団
）
改
組
の
た
め
の
委
員
会
委
員
（
新
響
改
組
委
員
会
・
日
本
交
響
楽
団
設
立
準
備
委
員
会
(65
)等

）。

三
、
む
す
び
に
代
え
て

以
上
、
太
田
太
郎
の
経
歴
や
業
績
を
概
観
し
て
む
す
び
に
代
え
た
い
。

太
田
太
郎
は
、
学
部
時
代
は
西
洋
の
音
楽
美
学
に
つ
い
て
研
究
し
、
東
京
音
楽
学
校
に
就
職
し
た
後
も
、
西
洋
の
音
楽
史
や
音
楽
美
学
を
講
じ
て
お
り
、
ま
た
業
績

目
録
を
見
て
も
、
こ
の
時
期
は
、
ド
イ
ツ
で
活
躍
し
た
音
楽
家
に
よ
る
西
洋
音
楽
に
関
す
る
著
作
に
対
す
る
翻
訳
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
そ
の
中
で

も
注
目
す
べ
き
は
、
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
の
著
作
の
抄
訳
「
楽
器
史
概
説
」
で
あ
り
、
早
く
か
ら
ザ
ッ
ク
ス
の
楽
器
学
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ザ
ッ

ク
ス
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
目
的
は
、
先
史
時
代
か
ら
ア
ジ
ア
の
民
族
を
歴
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
至
る
楽
器
の
発
達
の
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、

特
に
、
太
田
が
翻
訳
を
し
た
第
一
章
「
歴
史
以
前
」
で
は
、
非
西
洋
地
域
の
音
楽
が
広
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
中
で
も
ザ
ッ
ク
ス
は
本
章
に
お
い
て
「
魔
（
ド
イ
ツ
語

zauber

）」
に
注
目
し
、
楽
器
の
悪
魔
払
い
や
魔
除
け
の
機
能
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
太
田
の
後
の
研
究
（「
楽
器
の
形
態
的
模
倣
呪
と
東
亜
に
お
け

七
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る
そ
の
管
見
」）
に
も
繫
が
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
太
田
の
こ
の
翻
訳
の
存
在
に
言
及
し
た
も
の
は
確
認
で
き
な
い
が
、

こ
の
翻
訳
は
、
太
田
の
学
術
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
比
較
音
楽
学
の
受
容
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
業
績
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

東
京
音
楽
学
校
を
退
官
す
る
前
年
の
一
九
三
四
年
に
は
、「
史
的
に
観
た
る
楽
器
の
意
義
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
は
西
洋
の
楽
器
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
も
の

の
、
そ
の
中
に
も
比
較
音
楽
学
的
な
視
点
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
退
官
後
に
は
、
西
洋
古
典
音
楽
に
対
す
る
評
論
や
解
説
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る

が
、
そ
の
一
方
で
こ
の
頃
か
ら
東
洋
の
楽
器
に
も
興
味
を
持
ち
始
め
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
一
九
三
五
年
に
は
、
満
洲
国
や
北
平
に
お
い
て
楽
器
を
調
査
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
と
前
後
し
て
日
本
各
地
の
楽
器
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
に
、
日
本
初
の
音
楽
学
会
で
あ
る
東
洋
音
楽
学
会
が
設
立
さ
れ
る
と
同
時
に
そ
れ
に
参
加
し
、
東
洋
音
楽
学
会
初
の
学
会
誌
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
一

輯
（
一
九
三
六
年
）
に
「
楽
器
の
形
態
的
模
倣
呪
と
東
亜
に
お
け
る
そ
の
管
見
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
は
、
上
述
の
ザ
ッ
ク
ス
「
楽
器
史
概
説
」
の
「zauber

（「
呪
」
と
も
訳
す
こ
と
が
で
き
る
）」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
ザ
ッ
ク
ス
の
複
数
の
著
作
（「
楽
器
史
概
説
」『
楽
器
の
精
神
と
生
成
』『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

音
楽
』『
比
較
音
楽
学
』）
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
満
洲
や
北
平
で
の
調
査
の
成
果
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
に
お
け

る
専
攻
分
野
に
つ
い
て
は
、
み
ず
か
ら
「
楽
器
の
文
化
的
実
証
的
研
究
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
「
西
洋
音
楽
史
の
概
要
」
を
連
載
す
る
が
、
太
田
自
身
、
こ
の
連
載
は
西
洋
音
楽
を
「
文
化
と
関
聯
さ
せ
た
小
さ

な
簡
潔
な
ス
ケ
ッ
チ
」
で
あ
る
と
し
、
特
に
「
音
楽
の
起
源
、
自
然
民
族
の
音
楽
」
や
「
古
代
文
化
民
族
の
音
楽
」
の
章
に
お
い
て
、
ザ
ッ
ク
ス
を
は
じ
め
と
し
た
比

較
音
楽
学
の
著
作
を
参
考
に
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
「
音
楽
の
起
源
、
自
然
民
族
の
音
楽
」
で
は
「
音
楽
と
魔
力
」
と
い
う
節
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
ザ
ッ
ク

ス
の
影
響
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、「
比
較
音
楽
学
」
に
つ
い
て
定
義
を
行
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る(66)。

一
九
三
七
年
に
は
、
欧
米
の
音
楽
公
共
施
設
の
視
察
に
出
発
す
る
。
そ
の
視
察
内
容
は
「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
」（
一
九
三
八
年
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
上
篇
に
、
視
察
で
の
仕
事
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
「
そ
の
焦
点
は
楽
器
学
と
そ
の
歴
史
就
中
日
本
の
そ
れ
に
置
き
、
そ
の
欧
米
に
於
け
る
素
材
や
、
研
究
、
仕
様

並
び
に
世
界
の
音
楽
と
の
関
聯
と
い
ふ
点
に
集
中
し
て
み
た
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
視
察
が
楽
器
学
と
そ
の
歴
史
、
特
に
日
本
の
そ
れ
に
焦
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
欧
米
各
地
で
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
（C

urtSachs,

一
八
八
一─

一
九
五
九
）、
ア
ン
ド
レ
・
シ
ェ
フ
ネ
ル
（
シ
ェ
フ
ナ
ー
）（A

ndré
Schaeffner,

一
八

九
五─

一
九
八
〇
）、
ト
ビ
ア
ス
・
ノ
ル
リ
ン
ド
（Tobias

N
orlind,

一
八
七
九─

一
九
四
七
）
を
は
じ
め
、
楽
器
学
の
大
家
と
直
接
面
会
し
て
お
り
、
特
に
、
ザ
ッ
ク
ス
と
の

会
見
が
彼
が
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
）。
ま
た
、
こ
の
欧
米
視
察
の
成
果
は
後
の
音
楽
博
物
館
建
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設
運
動
に
大
き
く
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(67)。
お
そ
ら
く
、
欧
米
で
の
視
察
を
経
て
、
日
本
や
東
洋
の
楽
器
に
対
す
る
研
究
意
欲
が
相
当
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
先
の
「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
」
に
は
、
一
九
三
八
年
三
月
に
A
K
洋
楽
課
長
に
就
任
し
て
以
来
、
多
忙
の
た
め
、
原
稿
さ
え
落
ち
着
い

て
書
け
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
欧
米
視
察
で
の
見
聞
を
記
し
た
記
事
を
多
数
、
各
雑
誌
や
新
聞
で
発
表
す
る
が
、
そ
の
一
方
、
論

文
は
し
ば
ら
く
執
筆
さ
れ
な
く
な
る
。

一
九
三
八
年
の
日
本
放
送
協
会
洋
楽
課
長
へ
の
就
任
か
ら
、
一
九
四
一
年
の
音
楽
部
長
へ
の
就
任
を
経
て
、
一
九
四
二
年
の
退
職
に
至
る
ま
で
、
折
し
も
そ
の
時
期

は
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
時
期
と
も
重
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
公
共
放
送
の
要
職
者
と
し
て
様
々
な
団
体
の
役
職
に
つ
き
、
国
策
と
し
て
の
音
楽
に
関

す
る
仕
事
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
紀
元
二
千
六
百
年
の
記
念
事
業
の
準
備
の
た
め
に
奔
走
し
、
ま
た
、
音
楽
宣
撫
工
作
の
視
察
の
た
め

中
国
へ
渡
っ
た
り
し
て
い
る
。

一
九
四
二
年
に
は
病
気
を
理
由
に
日
本
放
送
協
会
を
休
職
し
、
ま
た
そ
の
半
年
後
、
退
職
を
す
る
が
、
こ
の
頃
、
体
調
が
優
れ
な
か
っ
た
一
方
で
、
研
究
意
欲
は
旺

盛
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
一
九
四
二
年
に
は
「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
の
業
蹟
」
を
発
表
し
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
は
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

楽
器
』
の
翻
訳
作
業
を
す
で
に
進
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
三
年
に
は
「
マ
イ
オ
ン
四
綱
楽
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
観
た
る
印
度

の
楽
器
分
類
法
」
を
発
表
し
、
そ
れ
が
収
め
ら
れ
た
論
文
集
の
執
筆
者
略
歴
に
は
、
自
身
の
専
門
に
つ
い
て
「
比
較
楽
器
学
を
専
攻
、
特
に
日
本
を
中
心
と
し
た
楽
器

の
組
織
学
的
研
究
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
比
較
音
楽
学
」
と
い
い
、「
組
織
学
的
研
究
」
と
い
い
、
ザ
ッ
ク
ス
か
ら
の
影
響
が
明
確
に
看
取
で
き
る
（
そ
の
具
体
的
内
容

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
）。
そ
れ
と
同
時
に
、
略
歴
に
は
、
代
表
作
と
し
て
ザ
ッ
ク
ス
著
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
器
』
の
訳
補
が
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
訳
稿
が
完
成
に
近
い
形
に
な
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
四
四
年
に
は
、
北
海
道
に
行
き
、
ア
イ
ヌ
楽
器
の
調
査
を
行
っ
た

が
、
こ
の
成
果
は
生
前
に
は
日
の
目
を
見
ず
、
戦
後
に
な
り
よ
う
や
く
発
表
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
彼
の
専
門
が
音
楽
史
・
音
楽
美
学
か
ら
楽
器
学
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
各
年
度
の
大
日
本
音
楽
協
会
編
『
音
楽
年
鑑
』（
東
京
：

共
益
商
社
書
店
）
所
収
の
「
音
楽
人
名
録
」
に
も
そ
の
変
遷
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
太
田
太
郎
の
名
は
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
っ
た
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に

現
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
ま
で
は
「
音
楽
史
・
音
楽
美
学
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
が
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
以
降
は
「
音
楽
史
・
楽
器

学
」
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
一
九
三
八
年
発
行
の
平
凡
社
編
『
新
撰
大
人
名
辞
典
第
七
巻
』（
東
京
：
平
凡
社
）
一
〇
四
頁
の
「
太
田
太
郎
」
の
項
目
に
は
「
楽

器
史
研
究
家
」
と
見
え
、
こ
れ
ら
の
記
載
は
、
本
人
の
申
請
に
拠
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
一
般
の
認
識
に
拠
る
も
の
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
遅
く
と
も

九

楽
器
学
者
太
田
太
郎



「
楽
器
の
形
態
的
模
倣
呪
と
東
亜
に
お
け
る
そ
の
管
見
」
を
執
筆
し
た
一
九
三
六
年
頃
ま
で
に
は
、
楽
器
学
を
専
門
と
す
る
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
一
九
三
七
年
か

ら
一
九
三
八
年
に
か
け
て
の
欧
米
視
察
を
経
て
そ
の
意
識
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
楽
器
学
を
中
心
に
彼
の
学
問
の
変
遷
を
概
観
し
た
が
、
次
稿
で
は
、
太
田
が
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
か
ら
受
け
た
影
響
や
、
太
田
太
郎
の
楽
器
学
が
目
指

し
た
も
の
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

注（
1
）
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
岸
辺
成
雄
氏
が
様
々
な
著
作
の
中
で
「
体
鳴
」「
弦
鳴
」「
気
鳴
」
と
並
ん
で
「
膜

鳴
」
の
語
を
用
い
て
い
る
（
例
え
ば
、
ザ
ッ
ク
ス
著
、
野
村
良
雄
訳
『
比
較
音
楽
学
』〔
東
京
：
全
音
楽
譜
出
版
社
、
一
九
五
三
年
、〕
の
岸
辺
成
雄
「
解
説─

─

読
者
へ
の
手
引
き
」

一
六
一
頁
、
演
劇
博
物
館
編
『
芸
能
辞
典
』〔
東
京
：
東
京
堂
、
一
九
五
三
年
〕、
一
五
〇
頁
の
項
目
「
楽
器
」〔
岸
辺
氏
担
当
〕
等
多
数
）。
あ
る
い
は
岸
辺
氏
に
よ
る
改
名
か
。

（
2
）
太
田
太
郎
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
楽
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
観
た
る
印
度
の
楽
器
分
類
法
」
一
四
一
頁
（
以
下
、
太
田
太
郎
の
業
績
の
書
誌
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の

「
太
田
太
郎
業
績
目
録
（
稿
）」
に
譲
り
、
省
略
す
る
）
に
「「
体
鳴
、
皮
鳴
、
絃
鳴
、
気
鳴─

楽
器
」
と
い
ふ
術
語
は
、
私
の
命
名
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
3
）
荻
野
綾
子
は
、
戦
前
に
活
躍
し
た
著
名
な
声
楽
家
で
、
日
本
の
み
な
ら
ず
パ
リ
で
も
活
躍
し
、
日
本
の
作
曲
家
に
よ
る
作
品
や
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

香
月
隆
『
評
伝
ま
ぼ
ろ
し
の
歌
姫
荻
野
綾
子
（
全
）』（
第
二
版
。
福
岡
：
荻
野
綾
子
顕
彰
会
、
二
〇
二
二
年
。
以
下
、『
評
伝
荻
野
綾
子
』
と
略
称
す
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、

山
田
耕
筰
の
「
か
ら
た
ち
の
花
」
は
、
荻
野
綾
子
に
捧
げ
ら
れ
た
と
い
う
（
同
書
一
〇
五
頁
を
参
照
）。

（
4
）
井
上
裕
太
「
太
田
太
郎
の
欧
米
に
お
け
る
音
楽
公
共
施
設
視
察
と
音
楽
研
究
所
の
設
置
」（『
國
學
院
大
學
博
物
館
学
紀
要
』
第
三
十
九
輯
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
同
『
日

本
音
楽
博
物
館
論
』（
東
京
：
同
成
社
、
二
〇
二
一
年
）
第
二
章
「
戦
前
期
に
お
け
る
音
楽
博
物
館
思
想
」
第
二
節
「
太
田
太
郎
の
西
洋
に
お
け
る
音
楽
調
査
」
を
参
照
。

（
5
）
比
較
音
楽
学
の
専
攻
者
・
紹
介
者
と
し
て
言
及
し
た
も
の
に
、
岸
辺
成
雄
「
比
較
音
楽
学
の
業
績
と
方
法
」（
東
京
大
学
教
養
学
部
比
較
文
学
比
較
文
化
研
究
室
編
『
比
較

文
化
研
究
』
第
一
輯
、
一
九
六
〇
年
一
月
）
一
九
頁
、
野
村
良
雄
訳
『
比
較
音
楽
学
』（
前
掲
）
所
収
岸
辺
成
雄
「
解
説─

─

読
者
へ
の
手
引
き
」
一
五
七
頁
等
が
あ
る
。

（
6
）
現
在
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
太
田
太
郎
旧
蔵
資
料
（
図
書
・
楽
譜
・
レ
コ
ー
ド
）
を
収
め
た
「
太
田
文
庫
」
が
あ
る
。
柿
木
吾
郎
「
比
較
音
楽
史
の
業
績
と

方
法
」（『
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
紀
要
芸
能
』
第
十
六
号
、
一
九
六
三
年
）「
一
、
海
外
に
お
け
る
比
較
音
楽
学
の
成
果
と
そ
の
輸
入
」
二
頁
や
、
大
塚
明
（
司
会
）、
柿
木
吾
郎
、

角
倉
一
郎
、
佐
野
光
司
「
座
談
会
日
本
の
音
楽
学
を
問
い
な
お
す
（
上
）」（『
音
楽
芸
術
』
九
月
号
、
第
三
十
一
巻
第
十
号
、
一
九
七
三
年
九
月
）
五
七
頁
に
お
け
る
柿
木
氏
の

発
言
等
に
は
、「
太
田
文
庫
」
が
基
本
文
献
の
揃
っ
た
本
格
的
で
美
事
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
の
評
価
が
見
え
る
。

（
7
）
筆
者
は
、
か
つ
て
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
B
）「
隋
唐
燕
楽
歌
辞
の
文
学
的
・
音
楽
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
双
方
向
的
研
究
」（
研
究
課
題

／
領
域
番
号
：15H

03197

、
研
究
代
表
者
：
関
西
大
学
、
長
谷
部
剛
。
二
〇
一
五─

二
〇
一
八
年
度
）
に
研
究
分
担
者
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
東
洋
音
楽
学
者

で
あ
る
林
謙
三
（
一
八
九
九─

一
九
七
六
）
旧
蔵
の
東
ア
ジ
ア
音
楽
関
係
資
料
の
整
理
・
研
究
を
行
っ
た
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
長
谷
部
剛
氏
と
と
も
に
、
太
田
太
郎
に
関

す
る
資
料
群
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
器
』
は
、
太
田
太
郎
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
楽
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
観
た
る
印
度
の
楽
器
分
類
法
」

が
掲
載
さ
れ
た
『
田
辺
先
生
還
暦
記
念
東
亜
音
楽
論
叢
』（
一
九
四
三
年
）
の
「
執
筆
者
略
歴
」
に
も
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

一
〇

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
二
巻



出
版
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
実
体
が
不
明
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
太
田
太
郎
は
、
四
十
四
歳
の
若
さ
で
早
逝
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
恐
ら
く
、
太
田
の
死
後
か
生
前
に

何
ら
か
の
形
で
林
謙
三
に
託
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
筆
者
は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
二
四
年
度
ま
で
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究

（
C
）「
林
謙
三
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
楽
器
学
の
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題
／
領
域
番
号
：18K

00156

、
研
究
代
表
者
：
山
寺
三
知
）
を
遂
行
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
林
謙
三
旧

蔵
の
楽
器
学
関
係
の
資
料
を
整
理
し
、
特
に
林
謙
三
の
未
発
表
原
稿
の
翻
刻
を
発
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
度
に
は
、
林
謙
三
の
楽
器
学
に
関
連
す
る
資
料
と

し
て
、『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
器
』
の
翻
字
の
基
礎
作
業
を
行
っ
た
が
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
公
表
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
機
会
を
見
つ
け
て
何
ら
か
の
形
で

公
刊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ノ
ー
ト
類
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
整
理
分
析
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
一
部
を
除
き
、
刊
行
物
を
通
じ
て
知
り
得
る
情
報
に
基

づ
い
て
執
筆
し
た
。
こ
れ
ら
ノ
ー
ト
類
に
つ
い
て
も
公
開
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

（
8
）
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
一
輯
は
、『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
五
巻
十
月
号
（
一
九
三
六
年
十
月
）
の
誌
面
を
借
り
て
、
特
集
「
創
刊
廿
五
周
年
記
念
特
別
論
文
集
、
東
洋
音
楽
学

会
第
一
回
研
究
論
攷
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
後
に
『
東
洋
音
楽
研
究
』
は
第
四
十
三
号
（
一
九
七
八
年
）
ま
で
が
複
刻
さ
れ
た
が
（
東
京
：
第
一
書
房
、
一
九
八
五
年
）、
そ

れ
に
収
載
さ
れ
て
い
る
第
一
輯
は
、『
月
刊
楽
譜
』
所
収
と
は
頁
数
が
若
干
異
な
り
、「
同
人
紹
介
」
に
お
け
る
太
田
の
記
事
は
一
一
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
「
太
田
太
郎
業
績
目
録
（
稿
）」
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
索
引
（『
戦
前
期
レ
コ
ー
ド
音
楽
雑
誌
記
事
索
引
』『
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
雑
誌
記
事
索
引
集
成
人
文
科
学

編
』『
昭
和
初
期
の
音
楽
評
論
雑
誌
音
楽
批
評
の
萌
芽
・
記
事
索
引
』）
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（「
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
」「CiN

ii

」「
雑
誌
記
事
索
引
集
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
ざ
っ
さ
く
プ
ラ
ス
）」）
等
も
使
用
し
た
が
、
戦
前
は
音
楽
関
係
の
雑
誌
が
多
数
発
行
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
網
羅
的
に
は
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
述
の
索
引

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
未
収
録
の
雑
誌
記
事
も
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
検
索
で
き
る
の
は
一
部
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
手
探

り
で
渉
猟
収
集
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
遺
漏
も
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
太
田
の
業
績
も
多
数
発
掘
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
業
績
目
録
は
、
太
田
太
郎
の
業
績
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
、
著
書
・
雑
誌
記
事
・
講
演
等
を
区
別
せ
ず
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る
。

（
10
）
父
母
の
姓
名
、
住
所
等
に
つ
い
て
は
、
猪
野
三
郎
編
『
現
代
人
事
調
査
録
』（
東
京
：
帝
国
秘
密
探
偵
社
・
帝
国
人
事
通
信
社
、
一
九
二
五
年
）
七
二
頁
等
に
拠
る
。
母
親

の
名
に
つ
い
て
は
、『
評
伝
荻
野
綾
子
』（
二
六
六
頁
）
と
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
九
月
五
日
朝
刊
（
二
面
）
に
掲
載
さ
れ
た
太
田
太
郎
の
死
亡
広
告
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
と
や
」「
ト
ヤ
」
と
し
、『
現
代
人
事
調
査
録
』（
七
二
頁
）
と
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
に
お
け
る
「
太
田
文
庫
」
の
受
け
入
れ
台
帳
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ト
フ
ヤ
」「
と
ふ

や
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
母
親
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
よ
り
記
載
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
婦
女
通
信
社
編
『
大
日
本
婦
人
録
』（
東
京
：
婦
女
通
信
社
、
一
九

〇
八
年
）
二
三
四
頁
で
は
、
明
治
七
年
四
月
二
十
六
日
と
し
、『
現
代
人
事
調
査
録
』（
前
掲
）
七
二
頁
で
は
明
治
十
七
年
四
月
と
し
、
人
事
興
信
所
編
『
人
事
興
信
録
第
十
四

版
上
』（
東
京
：
人
事
興
信
所
、
一
九
四
三
年
）
オ
之
部
一
七
八
頁
で
は
明
治
十
五
年
四
月
と
す
る
。
な
お
、
太
田
為
三
郎
は
、
帝
国
図
書
館
司
書
官
、
台
湾
総
督
府
図
書
館

長
、
日
本
図
書
館
協
会
会
長
、
東
京
商
科
大
学
教
授
を
歴
任
、
編
著
書
に
、
太
田
為
三
郎
編
『
日
本
随
筆
索
引
』（
東
京
：
東
陽
堂
、
一
九
〇
一
年
。
岩
波
書
店
増
訂
版
、
一
九

二
六
年
）、
同
編
『
日
本
随
筆
索
引
続
』（
東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）、
同
編
『
帝
国
地
名
辞
典
』（
東
京
：
三
省
堂
書
店
、
一
九
一
二
年
）、
同
編
『
内
外
主
要
図
書
館

要
覧
』（
東
京
：
日
本
図
書
館
協
会
、
一
九
三
〇
年
）、
同
述
『
図
書
整
理
法
』（
千
葉
：
千
葉
県
図
書
館
、
一
九
三
一
年
）、
同
講
『
和
漢
図
書
法
目
録
』（
東
京
：
芸
艸
会
、
一

九
三
二
年
）
等
が
あ
る
。
為
三
郎
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
賢
一
「
太
田
為
三
郎
先
生
伝─

─

協
会
創
立
前
後
並
に
帝
国
図
書
館
奉
職
当
時
の
」（『
図
書
館
雑
誌
』
第
三
十

六
年
第
三
号
、
一
九
四
二
年
三
月
、
一
九
三─

一
九
八
頁
）、
石
川
洋
「
中
味
の
充
実
に
努
力
太
田
為
三
郎
」（
石
井
敦
編
『
図
書
館
を
育
て
た
人
々
日
本
編
Ⅰ
』
東
京
：
日
本

図
書
館
協
会
、
一
九
八
三
年
、
四
九─

五
七
頁
）
等
に
詳
し
い
。

（
11
）
各
指
導
者
の
肩
書
き
・
専
門
分
野
に
つ
い
て
は
、
各
事
典
・
人
名
録
等
を
参
考
に
し
て
筆
者
が
補
っ
た
が
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
典
拠
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
肩
書
き
は
、
太

一
一

楽
器
学
者
太
田
太
郎



田
を
指
導
し
た
と
思
わ
れ
る
時
期
の
も
の
を
挙
げ
た
。

（
12
）
太
田
太
郎
が
阿
部
次
郎
へ
送
っ
た
書
簡
十
点
（
昭
和
三
年
か
ら
十
七
年
ま
で
）
が
、
東
北
大
学
阿
部
次
郎
記
念
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
阿
部
次
郎
全
集
第
十
四
巻

日
記
（
上
）』（
東
京
：
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
）、『
同
第
十
五
巻
日
記
（
下
）』（
東
京
：
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
）
に
は
、
太
田
太
郎
の
名
が
い
く
た
び
か
登
場
す
る
。

（
13
）
以
下
、
東
京
音
楽
学
校
と
第
四
臨
時
教
員
養
成
所
に
お
け
る
教
学
内
容
・
校
務
分
掌
に
つ
い
て
括
弧
内
に
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
各
在
職
年
の
東
京
音
楽
学
校
編
『
第
四

臨
時
教
員
養
成
所
一
覧
』、
同
『
東
京
音
楽
学
校
一
覧
』
を
参
照
し
た
。

（
14
）
た
だ
し
、
太
田
在
職
中
と
思
わ
れ
る
各
年
度
の
『
東
京
高
等
学
校
一
覧
』
に
お
け
る
「
現
職
員
」
の
項
目
を
確
認
し
て
も
、
太
田
太
郎
の
名
は
見
出
せ
な
い
。

（
15
）
太
田
は
、
ザ
ッ
ク
ス
の
著
書D

ie
M
usikinstrum

ente

を
抄
訳
す
る
際
、「
楽
器
史
概
説
」
と
題
し
た
が
、「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
の
業
蹟
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
書
名
を
「
楽
器

概
説
」「
楽
器
史
」
等
と
訳
し
て
お
り
、
一
定
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ザ
ッ
ク
ス
の
著
作
は
、
一
九
四
〇
年
に
出
版
のThe

history
ofm

usicalinstrum
ents.

（N
ew

Y
ork:W

.W
.N

orton,1940.

日
本
語
訳
：
柿
木
吾
郎
訳
『
楽
器
の
歴
史
上
下
』〔
東
京
：
全
音
楽
譜
出
版
社
、
上
：
一
九
六
五
年
、
下
：
一
九
六
六
年
〕）
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
る
。

（
16
）
田
辺
尚
雄
「
音
楽
博
物
館
の
建
設
運
動
」（『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
八
巻
五
月
号
、
一
九
三
九
年
五
月
。『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
四
月
五
日
よ
り
転
載
）
五
七
頁
に

「…
…

昭
和
八
年
十
一
月
に
白
木
屋
で
再
び
同
様
の
音
楽
展
覧
会
が
催
さ
れ
た
。…

…

白
木
屋
の
時
は
遠
藤
宏
氏
の
監
督
の
下
に
、
東
洋
方
面
に
は
私
が
助
力
し
、
西
洋
方
面
に

は
太
田
太
郎
氏
が
助
力
さ
れ
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
田
辺
尚
雄
「
音
楽
博
物
館
建
設
の
急
務
」（『
教
育
音
楽
』
第
十
七
巻
第
五
号
、
五
月
号
、
一
九
三
九
年
五
月
）
三
頁
に
「
昭

和
八
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
同
十
九
日
ま
で
、
東
京
日
本
橋
の
白
木
屋
で
再
び
此
の
種
の
音
楽
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。…

…

又
た
東
京
音
楽
学
校
か
ら
多
く
の
珍
ら
し
い
材
料

を
出
品
さ
れ
た
の
で
、
其
の
方
の
監
督
は
太
田
太
郎
氏
が
当
つ
て
居
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
音
楽
展
覧
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
音
楽
展
覧
会
出
品
目
録
』（
出
版
者
不
明
、

一
九
三
三
年
。
主
催
：
日
本
教
育
音
楽
協
会
、
後
援
：
文
部
省
東
京
府
東
京
市
、
会
期
：
昭
和
八
年
十
一
月
十
一
日
～
十
九
日
、
会
場
：
白
木
屋
）
を
参
照
。

（
17
）
『
官
報
』
昭
和
九
年
七
月
二
十
八
日
第
二
二
七
二
号
、
七
一
七
頁
に
拠
る
。
な
お
、
国
立
公
文
書
館
に
辞
令
が
残
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号
：
任B

01915100

「
東
京
音
楽

学
校
教
授
太
田
太
郎
免
官
ノ
件
」）。

（
18
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
四
年
八
月
二
十
二
日
朝
刊
、
一
一
面
に
掲
載
の
記
事
「
教
壇
に
実
を
結
ん
だ
恋
冷
い
上
野
の
ご
法
度
ハ
ー
プ
の
荻
野
さ
ん
と
音
楽
史
の
太
田

君
退
職
し
て
愛
の
巣
へ
」
に
拠
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
挙
式
は
同
年
秋
の
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
三
巻
十
一
月
号
（
一
九
三
四
年
十
一
月
）
一

二
五
頁
に
掲
載
さ
れ
た
、
九
月
十
六
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の
音
楽
家
の
動
向
を
記
し
た
「
楽
人
消
息
」
に
は
「
荻
野
綾
子
氏
太
田
太
郎
氏
と
結
婚
、
本
郷
区
駒
込
曙
町
二

八
ヘ
新
居
を
構
フ
」
と
見
え
る
。

（
19
）
太
田
太
郎
「
中
国
劇
音
楽
研
究
所
そ
の
他─

─

北
平
雑
感
」
に
拠
る
。
こ
の
文
章
の
冒
頭
に
拠
る
と
、
太
田
は
、
こ
の
頃
ま
で
に
す
で
に
日
本
各
地
の
楽
器
調
査
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
20
）
東
洋
音
楽
学
会
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
三
七
年
十
一
月
）
九
三
頁
の
「
彙
報
」
に
掲
載
の
記
事
「
本
会
設
立
以
来
の
概
況
」

に
拠
る
。
た
だ
し
、『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
五
巻
八
月
号
（
一
九
三
六
年
八
月
）
七
七
頁
に
掲
載
の
記
事
「「
東
洋
音
楽
学
会
」
結
成
さ
る
」
に
拠
る
と
、
発
起
会
は
「
七
月
十
八

日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
」
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
こ
ち
ら
の
記
事
で
は
曜
日
も
記
さ
れ
、
よ
り
具
体
的
な
記
録
と
な
っ
て
お
り
、
結
成
は
「
十
八
日
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

（
21
）
専
門
分
野
は
、「
同
人
紹
介
」（
前
掲
）
に
拠
る
。

一
二

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
二
巻



（
22
）
太
田
太
郎
「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
（
上
）・（
下
）」
に
拠
る
。

（
23
）
太
田
太
郎
「
一
九
三
七
年
度
国
際
児
童
音
楽
協
会
パ
リ
会
議
の
概
況
（
一
）
～
（
三
）」
に
拠
る
。
た
だ
し
、
会
議
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
太
田
「
最
近
の
欧
米
に
お
け
る

音
楽
教
育
の
趨
勢
」「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
（
上
）」
等
で
は
、「
国
際
音
楽
教
育
会
議
」
と
す
る
。

（
24
）
太
田
太
郎
「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
と
の
会
見
記
」
に
拠
る
。

（
25
）
「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
と
の
会
見
記
」
に
拠
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
面
会
の
時
期
に
つ
い
て
は
、「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
と
の
会
見
記
」
四
二
頁
に
は
「
私
は
本
年
一
月
欧
洲
を
去
つ

て
ア
メ
リ
カ
に
渡
つ
た
が…

…

」
と
あ
り
、
一
見
「
一
月
」
に
再
会
し
た
よ
う
に
思
え
る
が
、「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
（
上
）」
四
二
頁
に
拠
る
と
、「
今
年
の
一
月
末
ハ

ン
ブ
ル
ク
を
船
出
し
て
二
月
初
米
国
へ
渡
り
」
と
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
到
着
し
た
の
は
二
月
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
26
）
『
讀
賣
新
聞
』
一
九
三
八
年
三
月
五
日
（
全
国
版
）
第
二
夕
刊
、
二
面
に
掲
載
の
記
事
「
戦
勝
春
の
母
国
へ
使
節
船
帰
る
日
本
の
真
意
知
ら
せ
て
力
強
い
〝
防
共
行
脚
〟

の
土
産
話
」
に
拠
る
。

（
27
）
『
讀
賣
新
聞
』
一
九
三
八
年
三
月
二
十
五
日
（
全
国
版
）
第
二
夕
刊
、
二
面
に
掲
載
の
記
事
「
A
K
の
洋
楽
課
長
太
田
太
郎
氏
に
決
る
」、
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ヂ
オ
年

鑑
昭
和
十
五
年
』（
東
京
：
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
四
〇
年
）「
日
本
放
送
協
会
昭
和
十
三
年
誌
（
自
十
三
年
一
月
至
十
四
年
三
月
）」「（
六
）
職
員
異
動
（
抄
）」
三
六
三

頁
に
拠
る
。「
初
代
」
と
し
た
の
は
、「
欧
米
音
楽
行
脚
の
覚
書
か
ら
（
上
）」
四
三
頁
に
「
A
K
洋
楽
課
長
と
い
ふ
初
代
且
つ
重
任
の
就
任
を
諾
し
た
為
に…

…

」
と
あ
り
、
ま

た
「
洋
楽
放
送
の
明
日
を
語
る─

─

太
田
A
K
新
洋
楽
課
長
に
訊
く
」
に
見
え
る
、
聞
き
手
で
あ
る
吉
本
明
光
氏
の
言
葉
に
、「
多
年
懸
案
で
あ
つ
た
A
K
洋
楽
課
長─

─

今
ま

で
職
制
だ
け
あ
つ
て
人
が
居
な
か
つ
た
洋
楽
課
長
の
初
代
の
椅
子
に
お
座
り
に
な
つ
た
」（
七
四
頁
）
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
太
田
自
身
の
言
葉
と
し
て
「
久
保
田
（
万
太
郎
）
さ

ん
が
演
芸
兼
音
楽
課
長
。
そ
こ
で
私
で
す
が
出
て
見
て
よ
く
聴
い
て
見
る
と
洋
楽
課
長
な
ん
で
す
」（
八
〇
頁
）
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
昭
和
十
五
年
』

三
六
三
頁
に
、
太
田
が
洋
楽
課
長
に
就
い
た
同
日
、
す
な
わ
ち
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
二
十
四
日
付
の
免
職
人
事
と
し
て
、「
業
務
局
文
芸
部
洋ㅟ

楽
課
長
兼
務
久
保

田
万
太
郎
」（
傍
点
は
筆
者
）
と
あ
り
、
久
保
田
は
音
楽
課
長
で
は
な
く
、
洋
楽
課
長
を
免
職
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
日
本
放
送
協
会
編
『
日
本
放
送
協
会
史
』（
東
京
：
日

本
放
送
協
会
、
一
九
三
九
年
）
八
八
頁
に
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
二
十
六
日
付
の
業
務
組
織
の
改
正
と
し
て
「
業
務
局
文
芸
部
音
楽
課
を
洋
楽
課
に
改
む
」
と
見

え
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
洋
楽
課
が
設
け
ら
れ
て
か
ら
太
田
が
そ
の
課
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
約
十
ヶ
月
の
間
、
制
度
上
は
、
久
保
田
が
そ
の
任
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
太
田
就
任
時
に
、
な
ぜ
久
保
田
が
洋
楽
課
長
で
は
な
く
音
楽
課
長
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
28
）
田
辺
尚
雄
「
音
楽
博
物
館
建
設
の
趣
旨
」（『
自
然
科
学
と
博
物
館
』
第
十
巻
一
一
七
号
、
九
月
号
、
一
九
三
九
年
九
月
）
三
頁
に
拠
る
。

（
29
）
林
謙
三
ほ
か
編
「
東
亜
音
楽
文
化
展
覧
会
記
」（『
自
然
科
学
と
博
物
館
』
第
十
巻
第
一
一
七
号
、
九
月
号
、
一
九
三
九
年
九
月
）
に
拠
る
。

（
30
）
林
謙
三
ほ
か
編
『
東
亜
音
楽
文
化
展
覧
会
記
事
』（『
自
然
科
学
と
博
物
館
』
昭
和
十
四
年
九
月
号
抜
刷
）
一
六
頁
（
た
だ
し
頁
番
号
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）
の
「
備
考
」

に
拠
る
。
な
お
、
こ
の
「
備
考
」
は
、『
自
然
科
学
と
博
物
館
』（
第
十
巻
第
一
一
七
号
、
九
月
号
、
一
九
三
九
年
九
月
）
所
収
「
東
亜
音
楽
文
化
展
覧
会
記
」
に
は
見
え
ず
、
抜

刷
作
成
の
際
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
抜
刷
で
は
、
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
の
末
尾
に
「
事
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
文
中
の
タ
イ
ト
ル
は
「
東
亜
音

楽
文
化
展
覧
会
記
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
31
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
月
十
九
日
東
京
夕
刊
、
二
面
に
掲
載
の
記
事
「
A
K
の
機
構
改
革
戦
時
下
電
波
の
飛
躍
へ
」
に
拠
る
。
同
記
事
に
拠
る
と
、
日
本
放
送
協
会

に
お
い
て
、
従
来
、
各
部
に
あ
っ
た
「
課
」
の
制
度
を
全
廃
し
、
文
芸
部
を
二
分
し
て
演
芸
部
と
音
楽
部
と
し
た
と
の
こ
と
。
日
本
放
送
協
会
編
『
N
H
K
年
鑑
昭
和
十
七
年

版
』（
東
京
：
日
本
放
送
協
会
、
一
九
四
一
年
）「
日
本
放
送
協
会
事
務
規
程
（
抄
）」
四
五
五
頁
に
見
え
る
「
第
二
章
業
務
組
織
」
十
四
条
ノ
二
に
「
業
務
局
音
楽
部
ニ
於
テ
ハ

一
三

楽
器
学
者
太
田
太
郎



司
掌
地
域
内
ノ
洋
楽
放
送
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
」
と
あ
り
、
音
楽
部
が
扱
っ
た
音
楽
は
洋
楽
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
同
規
程
の
十
四
条
「
演
芸
部
」
の
箇
所
に
は
「
和
楽

放
送
」
が
含
ま
れ
て
い
る
）。
な
お
、『
評
伝
荻
野
綾
子
』
三
一
三
頁
に
拠
る
と
、
太
田
太
郎
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
肺
結
核
に
な
っ
た
と
言
う
（
典
拠
は
不
明
）。

（
32
）
加
田
愛
咲
「
劈
頭
半
年
の
こ
と─

─

戦
時
下
の
音
楽
放
送
雑
感
」（『
音
楽
之
友
』
第
二
巻
第
六
号
、
六
月
号
、
一
九
四
二
年
六
月
）
七
〇
頁
に
「
音
楽
部
長
太
田
太
郎
氏

が
、
病
気
の
た
め
休
職
に…

…

」
と
あ
り
、
そ
の
注
八
（
七
一
頁
）
に
「
二
月
十
日
付
で
、
六
ヶ
月
間
休
職
の
発
令
が
あ
つ
た
」
と
あ
る
。

（
33
）
『
音
楽
之
友
』（
第
二
巻
第
九
号
、
九
月
号
、
一
九
四
二
年
九
月
）
一
二
七
頁
に
掲
載
の
「
消
息
」
欄
に
「
太
田
太
郎
氏

日
本
放
送
協
会
を
辞
す
」
と
あ
る
。
な
お
、
千
葉

利
江
「
楽
界
人
物
素
描
有
坂
愛
彦
」（『
音
楽
之
友
』
第
二
巻
第
九
号
、
九
月
号
、
一
九
四
二
年
九
月
）
八
六
頁
に
は
「…

…

去
る
七
月
二
十
九
日
、
休
職
中
だ
つ
た
音
楽
部
長

太
田
太
郎
が
、
き
つ
ぱ
り
と
退
職
し
て
か
ら…

…

」
と
し
、
日
付
を
明
記
す
る
。

（
34
）
専
門
分
野
は
『
田
辺
先
生
還
暦
記
念
東
亜
音
楽
論
叢
』
の
「
執
筆
者
略
歴
」
に
拠
る
。

（
35
）
林
謙
三
旧
蔵
の
太
田
太
郎
調
査
ノ
ー
ト
「
ア
イ
ヌ
楽
器
調
査
記
録
」
に
拠
る
。

（
36
）
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
九
号
（
一
九
五
一
年
二
月
）
所
収
、
太
田
太
郎
「
ア
イ
ヌ
の
気
鳴
楽
器
」
六
九
頁
に
拠
る
。

（
37
）
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
九
月
五
日
（
東
京
）
朝
刊
、
二
面
の
死
亡
広
告
に
拠
る
。

（
38
）
原
著
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。C

urt
Sachs,

D
ie
M
usikinstrum

ente
Indiens

U
nd

Indonesiens:
Zugleich

Eine
Einführung

in
D
ie
Instrum

entenkunde,
2.

A
ufl.,

H
andbücher

der
Staatlichen

M
useen

zu
B
erlin

(B
erlin:V

ereinigung
W
issenschaftlicher

V
erleger

W
alter

de
G
ruyter,1923).

（
39
）
『
新
潮
』
第
四
十
二
年
第
二
号
、
二
月
号
（
東
京
：
新
潮
社
、
一
九
四
五
年
二
月
）
の
見
返
し
目
次
の
下
部
に
、
冨
山
房
の
近
刊
書
案
内
の
広
告
が
あ
り
、
そ
こ
に
太
田
太

郎
・
橋
本
清
司
共
訳
『
楽
式
論
』（「
太
田
太
郎
業
績
目
録
（
稿
）」
を
参
照
）
と
と
も
に
、「
太
田
太
郎
訳
編

（
マ
マ
）『

印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ

（
マ
マ
）の

楽
器
』」
が
見
え
、
そ
こ
に
は
「
A
5

判
三
〇
〇
頁
」「
予
価
一
〇
・
〇
〇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
一
九
四
五
年
二
月
の
時
点
に
お
い
て
出
版
間
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
林
謙
三
旧
蔵
資
料
か
ら
見

つ
か
っ
た
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
器
』
の
校
正
紙
を
見
る
と
、
そ
の
大
き
さ
は
確
か
に
A
5
判
で
あ
り
、
目
次
や
訳
補
者
緒
言
、
太
田
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
「
ザ
ッ
ク
ス

楽
器
学
の
概
要
」
等
を
除
い
た
、
本
文
は
二
九
九
頁
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
頃
、
林
謙
三
の
『
東
亜
楽
器
考
』
も
同
じ
く
冨
山
房
か
ら
出
版
予
定
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
出
版
界

の
不
況
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
本
書
の
場
合
は
、
不
況
と
と
も
に
、
太
田
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
40
）
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
太
田
文
庫
」
の
受
け
入
れ
台
帳
に
「
昭
和
二
十
二
年
七
月
二
十
五
日
故
太
田
太
郎
の
母
太
田
と
ふ
や
氏
よ
り
寄
贈
を
受
け
る
」
と
見

え
る
。

（
41
）
「
同
人
紹
介
」（
前
掲
）
に
拠
る
。「
同
人
紹
介
」
は
「
K
O
K
楽
器
改
良
研
究
会
員
」
と
す
る
が
、「
K
O
K
」
と
は
、
こ
の
研
究
会
の
会
長
で
あ
る
大
倉
喜
七
郎
男
爵
（
一

八
八
二─

一
九
六
三
）
が
主
宰
す
る
音
楽
事
務
所
の
こ
と
。
社
団
法
人
大
日
本
音
楽
協
会
編
『
音
楽
年
鑑
昭
和
十
二
年
版
』（
東
京
：
共
益
商
社
書
店
、
一
九
三
七
年
）「
音
楽

関
係
団
体
」
三
九
二
頁
に
拠
る
と
、
楽
器
改
良
研
究
会
の
所
在
地
は
K
O
K
事
務
所
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、「
K
O
K
」
が
何
の
略
称
で
あ
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
楽
器

改
良
研
究
会
の
幹
事
長
を
務
め
て
い
た
伊
庭
孝
（
一
八
八
七─

一
九
三
七
）「
大
倉
男
の
K
O
K
事
務
所
の
事
業
」（『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
四
巻
十
月
号
、
一
九
三
五
年
十
月
）

一
一
七
頁
に
拠
る
と
、「K

ihichiro
O
kura

K
ihichiro

」
の
略
か
と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
42
）
『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
五
巻
十
二
月
号
（
一
九
三
六
年
十
二
月
）
一
四
〇
頁
「
楽
界
ニ
ュ
ー
ス
」
に
掲
載
の
記
事
「
日
本
現
代
作
曲
家
連
盟
」
に
拠
る
。

（
43
）
「
同
人
紹
介
」（
前
掲
）
に
拠
る
。

（
44
）
『
音
楽
公
論
』
第
二
巻
第
二
号
（
一
九
四
二
年
二
月
）
四
五
頁
に
掲
載
の
記
事
「
音
楽
文
化
協
会
で
戦
時
対
策
特
別
委
員
会
設
置
」
に
拠
る
。

一
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
二
巻



（
45
）
協
同
出
版
社
編
『
現
代
出
版
文
化
人
総
覧
昭
和
十
八
年
版
』（
東
京
：
協
同
出
版
社
、
一
九
四
三
年
）「
現
代
執
筆
家
一
覧
」
四
一
一
頁
に
拠
る
。

（
46
）
『
現
代
出
版
文
化
人
総
覧
昭
和
十
八
年
版
』（
前
掲
）
四
一
一
頁
に
拠
る
。

（
47
）
『
現
代
出
版
文
化
人
総
覧
昭
和
十
八
年
版
』（
前
掲
）
四
一
一
頁
に
拠
る
。

（
48
）
東
京
音
楽
協
会
編
『
音
楽
年
鑑
昭
和
十
一
年
版
』（
東
京
：
音
楽
世
界
社
、
一
九
三
六
年
）「
音
楽
関
係
人
名
録
東
京
の
部
」
二
一
頁
、
大
日
本
音
楽
協
会
編
『
音
楽
年
鑑

昭
和
十
二
年
版
』（
東
京
：
共
益
商
社
書
店
、
一
九
三
七
年
）「
音
楽
人
名
録
洋
楽
之
部
」
一
六
七
頁
等
に
拠
る
。

（
49
）
『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
九
巻
九
月
号
（
一
九
四
〇
年
九
月
）
二
二
頁
に
掲
載
の
記
事
「
新
機
構
の
音
楽
協
会
役
員
決
定
」
に
拠
る
。

（
50
）
『
月
刊
楽
譜
』
第
二
十
八
巻
三
月
号
（
一
九
三
九
年
三
月
）
一
〇
一
頁
に
掲
載
の
記
事
「
大
日
本
音
楽
協
会
新
評
議
員
決
定
」
に
拠
る
。

（
51
）
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
編
『
社
団
法
人
日
本
放
送
協
会
採
定

標
準
洋
楽
語
彙
』（
東
京
：
共
益
商
社
書
店
、
一
九
三
八
年
）「
本
書
の
編
纂
に
つ
い
て
」
五
頁
に
拠
る
。

（
52
）
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
三
七
年
十
一
月
）
一
頁
に
掲
載
の
「
発
刊
の
辞
」
に
拠
る
。

（
53
）
田
辺
尚
雄
「
音
楽
博
物
館
建
設
の
趣
旨
」（
前
掲
）
三
頁
に
拠
る
。

（
54
）
『
月
刊
楽
譜
』
第
三
十
巻
一
月
号
（
一
九
四
一
年
一
月
）
七
一
頁
に
掲
載
の
記
事
「
音
楽
評
論
家
団
体
結
成
準
備
会
」
に
拠
る
。

（
55
）
日
本
文
化
中
央
連
盟
『
文
化
日
本
』
第
六
巻
第
十
二
号
（
一
九
四
二
年
十
二
月
）「
連
盟
だ
よ
り
」
四
九
頁
に
掲
載
の
記
事
「
賛
助
会
員
の
推
薦
」
に
拠
る
。

（
56
）
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
第
十
一
冊
』（
東
京
：
内
閣
、
一
九
四
〇
年
）
七
四
二
頁
に
拠
る
。

（
57
）
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
第
十
一
冊
』（
前
掲
）
七
四
三
頁
に
拠
る
。

（
58
）
『
文
化
日
本
』
第
三
巻
第
二
号
（
一
九
三
九
年
二
月
）
一
二
頁
に
掲
載
の
記
事
「
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
歌
曲
・
舞
踊
創
定
準
備
す
ゝ
む
」、『
文
化
日
本
』
第
三
巻
第
四
号

（
一
九
三
九
年
四
月
）
一
一
頁
に
掲
載
の
記
事
「
皇
紀
二
千
六
百
年
奉
祝
歌
曲
及
舞
踊
着
々
具
体
化
に
進
む
」
等
に
拠
る
。

（
59
）
『
文
化
日
本
』
第
四
巻
第
六
号
（
一
九
四
〇
年
六
月
）
一
〇
七
頁
に
掲
載
の
記
事
「
芸
能
祭
制
定
邦
楽
・
舞
踊
鑑
賞
批
判
委
員
会
成
立
す
」
に
拠
る
。

（
60
）
『
文
化
日
本
』
第
三
巻
第
四
号
（
一
九
三
九
年
四
月
）
七
頁
に
掲
載
の
記
事
「
皇
紀
二
千
六
百
年
を
奉
祝
し
記
念
す
る
「
序
曲
」
懸
賞
募
集
」
に
拠
る
。

（
61
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
〇
年
七
月
二
十
六
日
朝
刊
、
七
面
に
掲
載
の
記
事
「「
日
本
勤
労
の
歌
」
当
選
作
曲
き
ま
る
」
に
拠
る
。

（
62
）
清
瀬
保
二
「
ビ
ク
タ
ー
の
作
曲
募
集
に
就
て
」（『
音
楽
公
論
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
四
二
年
二
月
）
八
九
頁
に
拠
る
。

（
63
）
大
阪
毎
日
新
聞
社
・
東
京
日
日
新
聞
社
共
編
『
毎
日
年
鑑
昭
和
十
四
年
版
』（
大
阪
：
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
東
京
：
東
京
日
日
新
聞
社
、
一
九
三
八
年
十
月
）
四
二
七
頁
に

掲
載
の
記
事
「
本
社
主
催
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」、
大
日
本
音
楽
協
会
編
『
音
楽
年
鑑
昭
和
十
六
年
版
』（
東
京
：
共
益
商
社
書
店
、
一
九
四
一
年
）
二
二
頁
に
掲
載
の
記
事

「
音
楽
の
競
技
」、
同
編
『
音
楽
年
鑑
昭
和
十
七
年
版
』（
東
京
：
共
益
商
社
書
店
、
一
九
四
二
年
）
三
一
頁
に
掲
載
の
記
事
「
音
楽
の
競
技
」
等
に
拠
る
。

（
64
）
管
楽
研
究
会
編
『
吹
奏
楽
年
鑑
紀
元
二
六
〇
一
年
版
』（
東
京
：
管
楽
研
究
会
、
一
九
四
一
年
）
一
九
頁
に
掲
載
の
記
事
「
昭
和
十
五
年
度
吹
奏
楽
記
録
」
に
拠
る
。

（
65
）
N
H
K
交
響
楽
団
編
「
N
響
史
そ
の
四
十
年
の
歩
み
X
（
未
定
稿
）」（『
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
第
三
十
七
巻
第
五
号
、
五
月
号
、
一
九
六
五
年
五
月
）
の
第
五
章
「
太

平
洋
戦
争
か
ら
敗
戦
へ
」
第
二
節
「
財
団
法
人
日
本
交
響
団

（
マ
マ
）

誕
生
」
四
六─

四
七
頁
に
拠
る
。

（
66
）
太
田
太
郎
「
西
洋
音
楽
史
の
概
要
（
2
）」
一
〇
二─

一
〇
三
頁
に
「
比
較
音
楽
学
と
は
、
凡
ゆ
る
発
展
段
階
の
文
化
に
於
け
る
西
洋
以
外
の
音
楽
を
研
究
の
主
要
対
象
と

し
、
之
を
実
証
的
に
彼
此
比
較
対
照
し
、
発
展
段
階
を
規
定
し
、
延
い
て
は
西
洋
音
楽
の
発
達
に
之
を
聯
関
せ
し
め
て
そ
の
径
路
位
置
を
明
か
に
し
、
以
て
最
根
本
的
な
基
礎
附

を
な
し
再
批
判
を
な
さ
う
と
す
る
科
学
で
あ
る
」
と
あ
る
。
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（
67
）
田
辺
尚
雄
「
音
楽
博
物
館
建
設
の
急
務
」（
前
掲
）
二
頁
に
「
一
昨
年
、
同
学
会
の
中
堅
を
な
す
所
の
太
田
太
郎
氏
は
約
一
ヶ
年
間
欧
米
各
国
の
完
備
せ
る
音
楽
博
物
館
の
施

設
を
調
査
す
る
為
め
に
欧
米
を
旅
行
し
て
帰
朝
さ
れ
、
斯
の
有
名
な
ク
ル
ト
、
ザ
ッ
ク
ス
の
監
督
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
音
楽
博
物
館
や
、
又
た
ベ
ル
リ
ン
の
ド
イ
ツ
博
物
館
な

ど
の
完
備
せ
る
施
設
に
就
て
詳
し
い
報
告
を
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
此
の
こ
と
は
今
回
の
音
楽
博
物
館
建
設
に
当
つ
て
極
め
て
重
要
な
る
資
料
と
な
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
。

［
付
記
］本

稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
C
）「
林
謙
三
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
楽
器
学
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
：18K

00156

、
研
究
代
表
者
：
山
寺

三
知
、
研
究
期
間
：
二
〇
一
八─

二
〇
二
四
年
度
）、
及
び
同
基
盤
研
究
（
B
）「
東
ア
ジ
ア
古
代
歌
謡
の
文
学
的
・
音
楽
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
双
方
的
研
究
」（
課
題
番

号
：21H

00509

、
研
究
代
表
者
：
長
谷
部
剛
、
研
究
期
間
：
二
〇
二
一─

二
〇
二
四
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［
謝
辞
］資

料
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
専
門
員
大
田
原
章
雄
様
並
び
に
同
館
職
員
の
皆
様
、
林
謙
三
旧
蔵
書
の
調
査
・
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
い
ま

し
た
長
屋
糺
様
（
林
謙
三
氏
ご
子
息
）、
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
長
谷
部
剛
氏
（
関
西
大
学
教
授
）、
資
料
収
集
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学

部
図
書
館
事
務
室
の
西
村
千
夏
様
・
本
間
千
亜
紀
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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太田太郎業績目録（稿)
著訳者・講演者 記事名・書名・演題等 雑誌名・書誌・講演場所等 ページ数 事跡
フェルッチオ・ブ
ゾーニ著、太田太
郎訳

覚書と日記から 『音楽研究』（音楽研究社）第1巻第5号（1923年6月
発行） p.35-45

1923年：
東京帝国大学選科在
籍。

パウル・ベッカー
著、太田太郎訳 『西洋音楽史』（音楽教育叢書 第9編） 東京：京文社、1929年10月 8, 3, 379, 20p

1929年9月：
高野山大学教授に任
ぜらる。

ブゾーニ著、太田
太郎訳

ブゾーニ著「音楽の統一」中の2篇──バッハ
版刊行に際しての辞、イングリッシュホルンか
アルト・オーボエか

『新響』（シンキョウ社）第56号（1931年6月発行） p.1-2

ブゾーニ著、太田
太郎訳

ブゾーニ著「音楽の統一」（245-6頁）バッハの
トッカータへの緒言 『新響』（シンキョウ社）第57号（1931年7月発行） p.1-2

ブゾーニ著、太田
太郎訳

ブゾーニ著「音楽の統一」（222-223頁）──チ
ユーリッヒのプログラムから 1、「ベートー
ヴェン」

『新響』（シンキョウ社）第58号（1931年10月発行） p.2
1931年12月：
東京音楽学校助教授
に任ぜらる。

太田太郎 はしがき 『音楽』（東京音楽学校学友会）第13号（1932年3月
発行） p.1-4

1932年3月：
東京音楽学校教授に
任ぜらる。

フーゴー・リーマ
ン著、太田太郎、
永谷義輝、井上信
子、佐藤由紀、山
田ちよ、中村ひさ
子、小田雪江、柳
原豊彦、増富秀、
片山ゆき子、内野
照子訳

バッハ作「平均律ピアノ曲」解剖 序説 第一
巻, 3, 4, 7, 10, 12, 13, 17, 20, 21, 22, 23, 24

『音楽』（東京音楽学校学友会）第13号（1932年3月
発行）※目次の表記は「「バッハ平均律ピアノ曲集」
解剖」。

横組p.1-84
（太田分：序説p.3-10）

クルト・ザックス
著、太田太郎訳 楽器史概説

『教育音楽』（日本教育音楽協会）第 10巻第 7号
（1932年7月発行）※翻訳範囲は、第1章「歴史以
前」。

p.44-48

クラウス・プリン
グスハイム著、太
田太郎訳

学校歌劇「ヤーザーゲル」上演に際して 『音楽世界』第4巻第8号（1932年8月発行） p.82-84

クルト・ザックス
著、太田太郎訳 楽器史概説（承前）

『教育音楽』（日本教育音楽協会）第 10巻第 9号
（1932年9月発行）※翻訳範囲は、第1章「歴史以
前」。

p.51-54

クルト・ザックス
著、太田太郎訳 楽器史概説（承前）

『教育音楽』（日本教育音楽協会）第10巻第10号
（1932年10月発行）※翻訳範囲は、第1章「歴史以
前」。

p.48-52

クルト・ザックス
著、太田太郎訳 楽器史概説（承前）

『教育音楽』（日本教育音楽協会）第 11巻第 1号
（1933年1月発行）※翻訳範囲は、第1章「歴史以
前」。

p.51-55 1933年

太田太郎 ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 バッハ作（第124
回定期公演曲目解説）

『音楽雑誌フィルハーモニー』第7巻第4号（1933年4
月発行） p.27

アードルフ・ワイ
スマン著、太田太
郎訳

ブラームスよりレーゲルまで（1）──「世界
危機に於ける音楽」より 『音楽評論』（音楽評論社）第2号（1933年5月発行） p.22-25

クルト・ザックス
著、太田太郎訳 楽器史概説（承前）

『教育音楽』（日本教育音楽協会）第 11巻第 5号
（1933年5月発行）※翻訳範囲は、第1章「歴史以
前」。

p.49-54

アードルフ・ワイ
スマン著、太田太
郎訳

ブラームスよりレーゲルまで（2）──「世界
危機に於ける音楽」より 『音楽評論』（音楽評論社）第3号（1933年6月発行） p.18-24

1933年7月：
東京音楽学校を退
官。

クルト・ザックス
著、太田太郎訳 楽器史概説（承前）

『教育音楽』（日本教育音楽協会）第11巻第12号
（1933年12月発行）※翻訳範囲は、第2章「歴史」第
1節「中世」。

p.50-55

太田太郎 史的に観たる楽器の意義 『教育研究』（初等教育研究会）第412号（1933年12
月発行） p.103-112

太田太郎 史的に観たる楽器の意義
『音楽』（東京音楽学校学友会）第14号（1934年3月
発行）※『教育研究』第412号（1933年12月発行）
掲載の再録。

p.56-64 1934年

フーゴー・リーマ
ン著、太田太郎、
黒沢愛子、横山田
鶴、遠見豊子、池
田文子、今井治郎
訳

バッハ作「平均律ピアノ曲」解剖 序説 第一
巻, 1, 2, 9, 18, 19

『音楽』（東京音楽学校学友会）第14号（1934年3月
発行）※目次の表記は「バッハ平均律ピアノ曲集解
剖」。

横組p.1-37
（太田分：序説p.3-10）

ヴッヘルプヘニッ
ヒ、マ リ ア・ト
ル、太田太郎共著

『アリア曲集Ⅰ』（音楽演奏法と解釈講座 声楽
篇） 東京：竜吟社、1934年7月 263p 1934年8月：

結婚を発表。

太田太郎 交響詩曲「死と浄化」解説 『レコード音楽』第9巻第2号（1935年2月発行） p.17-19
1935年：
この年、AK洋楽曲
選定委員となる。



一
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
四
十
二
巻

著訳者・講演者 記事名・書名・演題等 雑誌名・書誌・講演場所等 ページ数 事跡

太田太郎 乙骨先生の遺書「音楽史」 『音楽』（東京音楽学校学友会）第15号（1935年3月
発行） p.56-59

太田太郎講演・解
説

バッハ生誕250周年に際して（Ⅰ）講演「バッ
ハの人格と芸術」、（Ⅱ）「バッハの音楽（レ
コード）」（1）器楽曲：（イ）ブランデンブルグ
協奏曲第2番ヘ長調、パリ音楽院合奏団、指揮
アルフレッド・コルトー、（ロ）前奏曲と遁走
曲ハ長調（「平均率ピアノ曲集」第1巻第1）、ク
ラヴィコード演奏アーノルド・ドルメッチ、
（2）声楽曲：「マタイ伝に拠る受難楽」より、
独唱者及び聖バルトルマイ教会聖歌隊、指揮ダ
ヴィット・ウィリアムス

社団法人日本放送協会東京中央放送局ラジオ第2放
送「日曜特輯講座」1935年3月21日19時30分～放送
※終了時間不明。

太田太郎 史的に観たる楽器の意義（1）
『学校音楽』（学校教育研究会）第3巻第4号（1935年
4月発行）※『教育研究』第412号（1933年12月発
行）掲載の再録。

p.7-10

太田太郎 史的に観たる楽器の意義（2）
『学校音楽』（学校教育研究会）第3巻第5号（1935年
5月発行）※『教育研究』第412号（1933年12月発
行）掲載の再録。

p.18-23

太田太郎 ヴァーグナー随想 『月刊楽譜』第24巻5月号（1935年5月発行） p.39-47

太田太郎 音楽史上のヴァーグネル 『レコード音楽』第9巻第5号（1935年5月発行） p.6-11

太田太郎 ビゼーとその時代 『音楽世界』第7巻第6号（1935年6月発行）※目次の
表記は「ビゼヱとその時代」。 p.12-21

太田太郎 ドビュッシーと時代の関係 『レコード音楽』第9巻第6号（1935年6月発行） p.6-14

太田太郎講演 音楽史（ベートーヴェン迄）
社団法人東京音楽協会主催「洋楽講話」第11回、会
場：日本橋三越六階ホール、1935年7月15日午後1時
～ ※終了時間不明。

太田太郎 新響への要望 『音楽雑誌フィルハーモニー』第9巻第7号（1935年8
月発行） p.30-32

太田太郎 今シーズンの楽壇の回想と希望の数々 『音楽世界』第7巻第8号（1935年8月発行） p.21-26 1935年夏：
中国を視察。

太田太郎 新刊紹介と書評 テリー著・村田武雄氏訳補
『バッハ音楽栞』

『音楽研究』（共益商社書店）第1号（1935年10月発
行） p.89-92

太田太郎 須永克己氏の死を悼む 『レコード音楽』第9巻第10号（1935年10月発行） p.13-14

太田太郎 跋 乙骨三郎『西洋音楽史』東京：京文社、1935年11月 p.1-5
（通し頁p.829-833）

太田太郎 ヴァイオリン協奏曲 ホ長調 バッハ作（第160
回定期バッハ祭曲目解説）

『音楽雑誌フィルハーモニー』第9巻第10号（1935年
11月発行）※『音楽雑誌フィルハーモニー』第7巻
第4号（1933年4月発行）掲載と同内容。

p.51-52

太田太郎 メンデルスゾーンの史的意義 『月刊楽譜』第24巻12月号（1935年12月発行） p.46-54

太田太郎 西洋音楽史の概要（1） 『レコード音楽』第10巻第1号（1936年1月発行） p.100-113 1936年

太田太郎解説 バルトーク「舞踊組曲」

社団法人日本放送協会東京中央放送局ラジオ放第1
放送「管弦楽 近代現代の音楽第1回」（齋藤秀雄指
揮、新交響楽団演奏）1936年1月13日20時30分～21
時放送

太田太郎 マーラーの交響曲 『音楽雑誌フィルハーモニー』第10巻第3号（1936年
3月発行） p.8-12

太田太郎 超克者バルトック 『音楽評論』（音楽評論社）第4巻第6号（1936年3月
発行） p.22-29

太田太郎 西洋音楽史の概要（2）──第2講 絶対的単旋
法時代 その1 『レコード音楽』第10巻第3号（1936年3月発行） p.101-112

ヴァイスマン著、
太田太郎訳 日常事の勝利──ラヂオと映画 『音楽研究』（共益商社書店）第3号（1936年4月発

行） p.32-42

二見孝平、長谷川
良夫、鈴木賢之
進、津川主一、服
部正、鯨井孝、小
松平五郎、高木東
六、唐端勝、太田
太郎、吉本明光、
吉田信

音楽協会に何を望むか 『音楽世界』第8巻第5号（1936年5月発行） p.30-39
（太田分：p.36-37）

太田太郎 西洋音楽史の概要（3）──第2講 絶対的単旋
法時代 その2 『レコード音楽』第10巻第5号（1936年5月発行） p.94-105

太田太郎 質疑応答「戸塚の住人」氏の二問に対する
『レコード音楽』第10巻第5号（1936年5月発行）※
目次の表記は「「戸塚の住人」氏の質疑に対する解
答」。

p.110-111

太田太郎 バッハよりベートーヴェンのピアノ名曲解説 『アルス音楽大講座 第10巻 鑑賞篇1 ピアノ・ヴァ
イオリンの鑑賞』東京：アルス、1936年6月 p.17-80 1936年6月：

東洋音楽学会設立。

太田太郎 中国劇音楽研究所その他──北平雑感 『音楽評論』（音楽評論社）第4巻第8号（1936年6月
発行） p.30-36, 50

太田太郎 ヘルベルト氏を迎へて 『月刊楽譜』第25巻6月号（1936年6月発行） p.92-97

太田太郎 西洋音楽史の概要（4）──第2講 絶対的単旋
法時代 その3 『レコード音楽』第10巻第6号（1936年6月発行） p.106-114

太田太郎 音楽術語の統一 『帝国大学新聞』第633号（1936年6月29日） p.10
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太田太郎 西洋音楽史の概要（5）──第2講 絶対的単旋
法時代 その4 『レコード音楽』第10巻第7号（1936年7月発行） p.112-124

太田太郎 西洋音楽史の概要（6）──第2講 絶対的単旋
法時代 その5 『レコード音楽』第10巻第8号（1936年8月発行） p.92-100

太田太郎 西洋音楽史の概要（7）──第2講 絶対的単旋
法時代 その6 『レコード音楽』第10巻第9号（1936年9月発行） p.107-119

ヴァイスマン著、
太田太郎訳 『音楽の神性脱化』 東京：共益商社書店、1936年10月 9, viii, 181, 18p

平井保三、日比野
愛次、太田太郎 来たるべきオリンピックに備へて 『音楽評論』（音楽評論社）第5巻第2号（1936年10月

発行）
p.54-59
（太田分：p.57-59）

二見孝平、太田太
郎、有坂愛彦、大
木正夫、秋吉元
作、原太郎、山根
銀二（司会）、日
比野愛次、滝川
広、大熊次郎、井
上頼豊、長汐寿
治、寺田日嵯三、
宮田清蔵、上田
仁、上宮勝、中村
鉱次郎、大津三
郎、橋本鑒三郎、
小森宗太郎、齋藤
秀雄、寺田豊次、
辻井富次、青山治
一（座談会）

ローゼンシュトック氏歓迎演奏会合評
『音楽評論』（音楽評論社）第5巻第2号（1936年10月
発行）※目次の表記では、副題に「ローゼンシュ
トック氏を迎ふ」とある。

p.106-111

太田太郎 楽器の形態的模倣呪と東亜に於けるその管見

『東洋音楽研究』第1輯（1936年10月発行）※『月刊
楽譜』第25巻10月号（1936年10月発行）の誌面を借
りて、特集「創刊廿五周年記念特別論文集、東洋音
楽学会第一回研究論攷」として掲載。ただし複刻版
『東洋音楽研究』（東京：第一書房、1985年）に収載
の第1輯では、頁数が若干異なり、当該論文はp.27-
40に掲載。

p.28-41

太田太郎 私の音楽観照法 『レコード音楽』第10巻第11号（1936年11月発行） p.10-14

太田太郎 ビクター「名曲の部」ブラームスの第2ピアノ
協奏曲

『音楽評論』（音楽評論社）第5巻第4号（1936年12月
発行） p.96-99

太田太郎 西洋音楽史の概要（8）──第2講 絶対的単旋
法時代 その7 『レコード音楽』第10巻第12号（1936年12月発行） p.110-119

太田太郎 音楽史を勉強する人の為に 『音楽世界』第9巻第1号（1937年1月発行） p.60-70 1937年

太田太郎 流行歌の辯 『教育音楽』（日本教育音楽協会）第15巻第1号、1月
号（1937年1月発行） p.79-86

諸家（三浦たま
き、田村虎蔵、諸
橋轍次、小林愛
雄、矢田部勁吉、
小松平五郎、伊庭
孝、松島慶三、中
田俊造、中川善之
助、武岡鶴代、大
田黒養二、大中寅
二、隈部一雄、兼
常清佐、野村胡
堂、紙恭輔、太田
太郎、佐藤寛次）
はがき回答

“国民歌謡”放送への註文 『放送』1月号、第7巻第1号（1937年1月発行） p.47-51
（太田分：p.51）

太田太郎 西洋音楽史の概要（9）──第2講 絶対的単旋
法時代 その8 『レコード音楽』第11巻第1号（1937年1月発行） p.123-131

太田太郎 流行歌の社会的考察 『放送』2月号、第7巻第2号（1937年2月発行） p.24-26

太田太郎 西洋音楽史の概要（10）──第2講 絶対的単旋
法時代 その9 『レコード音楽』第11巻第2号（1937年2月発行） p.113-126

高畠達四郎、亀井
勝一郎、甘粕石
介、増沢健美、野
村光一、小森宗太
郎、太田太郎、池
内友次郎、秋吉元
作、清瀬保二、大
木正夫、井上頼
豊、鯨井孝、園部
三郎、原太郎、山
根銀二（座談会）

新響コンクール合評会
『音楽評論』（音楽評論社）第6巻第3号（1937年3月
発行）※目次の表記は「新響作曲コンクール合評
会」。

p.14-33

太田太郎 音楽時評──楽壇に巣立つ人々へ 『音楽評論』（音楽評論社）第6巻第3号（1937年3月
発行） p.62-64

太田太郎 浪花節を考へる 『放送』3月号、第7巻第3号（1937年3月発行） p.44-45

太田太郎 西洋音楽史の概要（11）──第2講 絶対的単旋
法時代 その10 『レコード音楽』第11巻第3号（1937年3月発行） p.114-121
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太田太郎 先覚者伊庭孝氏の死を悼む 『レコード音楽』第11巻第4号（1937年4月発行） p.37-38 1937年4月：
欧米視察に出発。

太田太郎 最近の欧米における音楽教育の趨勢──帰朝談 『音楽世界』第10巻第4号（1938年4月発行）※目次
の表記は「最近の欧米における音楽教育」。 p.48-52

1938年3月：
欧米視察より帰国。
日本放送協会洋楽課
長に就任。

太田太郎 1937年国際現代音楽祭の追憶 『月刊楽譜』第27巻4月号（1938年4月発行） p.45-51

太田太郎 フルトウェングラーを聴く──欧米楽界の印象
（1） 『レコード音楽』第12巻第4号（1938年4月発行） p.26-31

太田太郎 最近のフランス音楽 『あみ・ど・ぱり』第6巻第6号、6月号（1938年5月
発行） p.32

太田太郎、田村虎
蔵、大塚正則、吉
本明光、岡松真
尚、相島敏夫、原
信子、加田愛咲、
池内友次郎、石一
郎（座談会）

洋楽放送の明日を語る──太田 AK新洋楽課長
に訊く 『音楽世界』第10第5号（1938年5月発行） p.74-96

太田太郎 トスカニーニの指揮振り──欧米楽界の印象
（2） 『レコード音楽』第12巻第5号（1938年5月発行） p.30-35

太田太郎 欧米見聞記（1）──ラヂオ・映画・音楽 『東京朝日新聞』1938年5月9日朝刊 p.7

太田太郎 欧米見聞記（2）──民謡の再興熱 『東京朝日新聞』1938年5月10日朝刊 p.7

太田太郎 欧米見聞記（3）──大衆音楽の隆盛 『東京朝日新聞』1938年5月11日朝刊 p.7

太田太郎 欧米見聞記（4）──音楽の公共施設 『東京朝日新聞』1938年5月12日朝刊 p.7

太田太郎 1937年度国際児童音楽協会パリ会議の概況（1）
『学校音楽』（学校教育研究会）第6巻第6号、6月号
（1938年6月発行）※目次の表記は「1937年度国際児
童音楽協会パリー会議概況（1）」。

p.2-4

太田太郎 欧米楽界の印象記
『放送』6月号、第8巻第6号（1938年6月発行）※
『東京朝日新聞』欧米見聞記（1）～（4）（1938年5
月9日～12日朝刊）の再録。

p.39-42

業務局文芸部洋楽
課（太田太郎口
述）

新企画『国民詩曲』──日本国民音楽の創造へ 『放送』6月号、第8巻第6号（1938年6月発行） p.31-34

太田太郎 ザックス博士との会見記──欧米楽界の印象
（3） 『レコード音楽』第12巻第6号（1938年6月発行） p.39-43

太田太郎 怪我の功名──ライプチッヒ博物館を訪れて 『帝国大学新聞』第726号（1938年6月27日発行） p.10

太田太郎 統制下のドイツ楽界管見 『音楽研究』（共益商社書店）第3巻第4号（1938年7
月発行） p.60-70

太田太郎 1937年度国際児童音楽協会パリ会議の概況（2）
『学校音楽』（学校教育研究会）第6巻第7号、7月号
（1938年7月発行）※目次の表記は「1937年度国際児
童音楽協会パリー会議概況（2）」。

p.2-7

太田太郎、井上武
士、上田友亀、小
林つやえ、柴田知
常、玉村なみ子
（座談会）

太田太郎氏に欧米視察談を聴く会──昭和13年
5月13日

『学校音楽』（学校教育研究会）第6巻第7号、7月号
（1938年7月発行） p.8-23

太田太郎 欧米音楽行脚の覚書から（上） 『東洋音楽研究』第1巻第3号（1938年7月発行） p.41-47

太田太郎 ミュンヘンの音楽祭（上）──欧米楽界の印象
（4） 『レコード音楽』第12巻第7号（1938年7月発行） p.22-27

太田太郎 1937年度国際児童音楽協会パリ会議の概況（3）
『学校音楽』（学校教育研究会）第6巻第8号、8月号
（1938年8月発行）※目次の表記は「1937年度国際児
童音楽協会パリー会議概況（3）」。

p.45-50

太田太郎 ミュンヘンの音楽祭（中）──欧米楽界の印象
（5） 『レコード音楽』第12巻第8号（1938年8月発行） p.19-23

太田太郎 ミュンヘンの音楽祭（下）──欧米楽界の印象
（6） 『レコード音楽』第12巻第9号（1938年9月発行） p.32-37

（太田太郎） 伯林フィルハーモニーの演奏旅行規定

『音楽雑誌フィルハーモニー』第12巻第9号（1938年
10月）※目次・本文には著者名記載なし。本文冒頭
の編輯部説明によると、ベルリンフィルハーモニー
の演奏旅行の規定を太田太郎より借り受けて掲載し
たとのこと。

p.28-31

太田太郎 モイーズと語る──欧米楽界の印象（7） 『レコード音楽』第12巻第10号（1938年10月発行） p.41-46

文芸部洋楽課（太
田太郎） 漢口陥落と洋楽放送

『放送』11月号、第8巻第11号（1938年11月発行）※
目次の表記では「“漢口落つるとき”漢口攻略と放送
活動」の特集記事の中に「洋楽放送」とある。

p.77-79

太田太郎 ランドフスカ夫人とクラヴサン音楽──欧米楽
界の印象（8） 『レコード音楽』第12巻第11号（1938年11月発行） p.36-42

社団法人日本放送
協会編、社団法人
大日本音楽協会楽
語統一調査事業委
員会編（太田は委
員として参加）

『社団法人日本放送協会採定 標準洋楽語彙』 東京：共益商社書店、1938年12月 254p
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太田太郎 欧米音楽行脚の覚書から（下） 『東洋音楽研究』第1巻第4号（1938年12月発行） p.61-69

太田太郎 演奏会の種々相──欧米楽界の印象（9） 『レコード音楽』第12巻第12号（1938年12月発行） p.48-54

太田太郎 楽聖ベートーヴェン 『音楽世界』第11巻第1号（1939年1月発行） p.12-14 1939年

太田太郎 仏蘭西の女流歌手垣見──欧米楽界の印象
（10） 『レコード音楽』第13巻第1号（1939年1月発行） p.38-43

太田太郎 吹奏楽器研究の至宝──平林勇君の死を悼む 『吹奏楽 ブラスバンド 喇叭鼓隊ニュース』第5巻第
2号、2月号（1939年2月発行） p.3-4

太田太郎 新旧ロシヤの合唱団──欧米楽界の印象（11） 『レコード音楽』第13巻第2号（1939年2月発行） p.43-50

太田太郎 薄幸の天才平林君の死 『レコード音楽』第13巻第2号（1939年2月発行） p.130-131

太田太郎 “標準洋楽語彙”成る 『放送』3月号、第9巻第3号（1939年3月発行） p.46-47
1939年3月：
音楽博物館建設準備
委員会発足。

太田太郎 属啓成氏著 ライカ行脚「独逸楽聖遺跡」 『東京朝日新聞』1939年3月20日朝刊 p.4

太田太郎 属啓成氏著 ライカ行脚「独逸楽聖遺跡」
『書斎』（三省堂）第3巻第4号、4月号、通巻21号
（1939年4月発行）※『東京朝日新聞』1939年3月20
日朝刊掲載の再録。

p27-28

太田太郎 レコード蒐集所ところどころ──欧米楽界の印
象（12） 『レコード音楽』第13巻第4号（1939年4月発行） p.33-41

太田太郎 ハンガリーの印象──欧米楽界の印象（13） 『レコード音楽』第13巻第5号（1939年5月発行） p.40-47

太田太郎 ドイツの楽器製造地マルクノイキルヘンの想ひ
出──欧米楽界の印象（14） 『レコード音楽』第13巻第6号（1939年6月発行） p.55-62

（太田太郎講演） （博物館の必要と欧米に於ける博物館）

音楽博物館建設準備委員会・文部省東京科学博物館
共同主催「東亜音楽文化展覧会」講演会、会場：上
野公園内東京科学博物館講堂、1939年6月16日午後
※都合により、黒沢隆朝による代講となったとのこ
と。代講の内容は、黒沢が太田の原稿を代読したも
のか、黒沢による別個のものであるのか不明。

太田太郎解説 『ベートーヴェン作品21 交響曲第1番ハ長調』

SPレコード『ベートーヴェン 交響曲第1番 ハ長調
作品21』（トスカニーニ指揮、BBC交響管弦団、
1937年10月25日・1938年6月2日録音、東京：日本ビ
クター蓄音機株式会社、1939年 7月発売、JD-
1546～9、JAS-746）の附録解説冊子

38p

太田太郎 レコード ベートーヴェンの第1交響曲（V）

『月刊楽譜』第28巻7月号（1939年7月発行）※SPレ
コード『ベートーヴェン 交響曲第1番 ハ長調作品
21』（1939年7月発売）の附録解説冊子より一部抜粋
し再録。

p.69-76

太田太郎 世界唯一の音楽史音楽学校──欧米楽界の印象
（15） 『レコード音楽』第13巻第8号（1939年8月発行） p.23-29

太田太郎 シベリアを経て伯林へ──欧米楽界の印象
（16） 『レコード音楽』第13巻第9号（1939年9月発行） p.61-70

太田太郎 トスカニーニ頌 『レコード音楽』第13巻第10号（1939年10月発行） p.120-123

太田太郎 スカンヂナヴィアの旅（1）ストックホルム訪
問記──欧米楽界の印象（17） 『レコード音楽』第13巻第11号（1939年11月発行） p.57-68

太田太郎 スカンヂナヴィアの旅（2）オスローよりコペ
ンハーゲンへ──欧米楽界の印象（18） 『レコード音楽』第13巻第12号（1939年12月発行） p.132-136

太田太郎 竹内黙庵著 木魚 『東京朝日新聞』1939年12月10日朝刊 p.8

太田太郎 スカンヂナヴィアの旅（3）コペンハーゲンと
ハンブルグへの旅──欧米楽界の印象（19） 『レコード音楽』第14巻第1号（1940年1月発行） p.60-66 1940年

太田太郎 歌劇「レーグロン」──欧米楽界の印象（20） 『レコード音楽』第14巻第2号（1940年2月発行） p.25-31

太田太郎 竹内黙庵著 木魚 『満洲読書新報』第35号、1940年2月15日 ※『東京
朝日新聞』1939年12月10日朝刊掲載の再録。 p.6（通し頁p.226）

小野文芸部長、小
林徳二郎、北村寿
雄（以上2名演芸
課）、太田太郎、
大塚正則、有坂愛
彦（以上3名洋楽
課）（座談会）

放送問答──慰安放送 『放送』4月号、第10巻第4号（1940年4月発行） p.96-100

太田太郎 音楽とレコード 『現代教養講座 第8巻 現代の芸術』東京：三笠書
房、1940年6月 p.171-211

太田太郎 トスカニーニ指揮 ベートーヴェン第4交響曲 『会館芸術』第9巻第9号、9月号（1940年9月発行） p.37-39

太田太郎 音楽宣撫工作視察の旅──南京（1） 『レコード音楽』第15巻第1号（1941年1月発行）※
目次の表記は「音楽宣撫工作視察の旅（1）」。 p.20-26

1941年1月：
日本放送協会音楽部
長に就任。

太田太郎 音楽宣撫工作視察の旅──南京（2） 『レコード音楽』第15巻第2号（1941年2月発行）※
目次の表記は「音楽宣撫工作視察の旅（2）」。 p.28-31

あらえびす、有坂
愛彦、青砥道雄、
太田太郎、田辺秀
雄、信時潔、野村
光一、長島卓二、
佐野健児

座談会 日本吹込レコードとその将来──「奉
祝楽曲」「海道東征」を中心に 『レコード音楽』第15巻第4号（1941年4月発行） p.113-138
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著訳者・講演者 記事名・書名・演題等 雑誌名・書誌・講演場所等 ページ数 事跡
堀内敬三、新居
格、小林徳二郎、
太田太郎、喜多壮
一郎

放送4月新体制に要望する座談会7──海外放送
と国民音楽 『読売新聞』1941年4月3日全国版夕刊 p.3

太田太郎 挨拶（天長節奉祝 吹奏楽大演奏会） 『吹奏楽月報』第8巻第5号、5月号（1941年5月発行） p.27

太田太郎 音楽宣撫工作視察の旅（3）──上海中国人の
音楽趣味とその動向（1） 『レコード音楽』第15巻第5号（1941年5月発行） p.18-22

太田太郎 音楽宣撫工作視察の旅（4）──上海中国人の
音楽趣味とその動向（2）

『レコード音楽』第15巻第6号（1941年6月発行）※
目次の表記は「上海中国人の音楽趣味とその動向
（2）」。

p.18-22

太田太郎
管絃楽附ソプラノ独唱 モテット「エクスル
ターテ・ユビラーテ」（ケッヘル番号第165）
モーツァルト作（定期公演曲目解説 第233回）

『音楽雑誌フィルハーモニー』第16巻第2号、2月号
（1942年2月発行）※目次の表記は「モーテット「エ
クスルターテ・ジュビラーテ」（モーツァルト）」。

p.37-38
1942年2月：
日本放送協会を休
職。

太田太郎 音楽の鑑賞（上） 『文部時報』第753号（1942年3月11日発行） p.28-33

太田太郎 音楽の鑑賞（下） 『文部時報』第754号（1942年3月21日発行） p.21-26

太田太郎 ザックス博士の業蹟 『音楽教育』（大日本出版株式会社）第4巻第5号、6
月号（1942年6月発行） p.96-104

1942年7月：
日本放送協会を退
職。

諸家（大塚正則、
宮沢縦一、堀内敬
三、京極高鋭、広
岡九一、和田小太
郎、伊藤昇、太田
太郎、高丘黒光、
渡辺弥蔵、安倍
盛、三戸知章、武
富邦茂）はがき回
答

吹奏楽──名曲に就いて 『吹奏楽』第2巻第9号、9月号（1942年9月発行） p.30-31
（太田分：p.31）

太田太郎 マイヨン四綱楽器分類法の源流として観たる印
度の楽器分類法

『田辺先生還暦記念 東亜音楽論叢』東京：山一書
房、1943年8月 p.139-156 1943年10月：

北海道にて調査。
1945年8月：没。

没後に発表されたもの

太田太郎 アイヌの気鳴楽器 『東洋音楽研究』第9号（1951年2月発行） p.47-69
英文要旨：横組p.5-6

太田太郎 跋
乙骨三郎『西洋音楽史 下』（音楽文庫）東京：音楽
之友社、1955年3月 ※乙骨三郎『西洋音楽史』（東
京：京文社、1935年11月）の再編集。

p.1-4
（通し頁p.689-692）

太田太郎 マーラーの交響曲
『N響名曲事典 第4巻』東京：平凡社、1958年10月
※『音楽雑誌フィルハーモニー』第 10巻第 3号
（1936年3月発行）掲載の再録。

p.150-153

太田太郎 フルトヴェングラーを聴く

CD『ウェーバー「魔弾の射手」序曲、ブラームス
交響曲第1番』（ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
指揮、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団、1952
年12月8日・1952年2月10日録音、日本：GRAND
SLAM、2015年2月27日発売、GS-2127）の解説 ※
『レコード音楽』第12巻第4号（1938年4月発行）掲
載の転載。

頁数無記載（見返しを
p.1として、p.1-6）

太田太郎 フルトヴェングラーを聴く

CD『ウェーバー「魔弾の射手」序曲、ブラームス
交響曲第1番』（ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
指揮、ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団、1952
年12月8日・1952年2月10日録音、日本：GRAND
SLAM、2020年11月19日発売、GS-2227）の解説 ※
『レコード音楽』第12巻第4号（1938年4月発行）掲
載の転載。

頁数無記載（見返しを
p.1として、p.1-6）

未刊行

クルト・ザックス
著、太田太郎訳補 『印度とインドネシアの楽器』 東京：冨山房、1945年頃の刊行を予定か 300pを予定

ライヒテントリッ
ト著、太田太郎・
橋本清司共訳

『楽式論』

東京：冨山房、1945年頃の刊行を予定か ※のちに
橋本清司訳『音楽の形式』（東京：音楽之友社、
1955年6月）として出版。ただし、長谷川良夫「推
薦者のことば」によれば、当初から橋本のみの筆に
よるとのこと。

622pを予定

太田太郎 『西洋音楽史辞典（附：術語楽器）』 東京：冨山房 ※詳細不明。 不明

太田訳の可能性のあるもの

太田太郎 「世界木棉戦」を読む 『綿工聯』第60号9月号（1940年8月発行） p.86-94

パウル・G・エル
ハルト著、太田太
郎訳

独逸人造繊維発展の素描 『人絹』第4巻第12号、12月号（1940年12月発行） p.23-35


